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。
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。
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を
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整
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P３ 全
小

中
学

校
お

よ
び

公
立

幼
稚

園
に

エ
ア

コ
ン

を
緊

急
整

備



2

協定書の主な内容

建 設 用 地
建設用地は加須市礼羽７番１ほかとします。
建設用地の面積は、約４haとします。
建設用地に係る造成工事および周辺整備は加須市が行います。

建設用地の
貸 し 付 け 加須市は、埼玉県済生会に建設用地を貸し付けます。

建 設 工 事 建築工事、医療機器および情報システムの整備は埼玉県済生会が行い
ます。

開 設 時 期 2021年10月予定

名 　 称（仮称）埼玉県済生会加須医療センター

規 　 模 総病床数は、300床規模とします。

費 用 負 担 建設工事に係る費用は、埼玉県済生会が負担します。

補 助 金 の
交 付

加須市は、建設工事に対する財政支援として、50億円（建築工事40億
円、医療機器10億円）を上限とし、埼玉県済生会に補助金を交付します。

運 営 の
基 本 原 則

地域に医療を提供する中核的な役割を果たす高度で質の高い急性期病
院として、健全な運営に努めます。

診 療 体 制 済生会栗橋病院が行う診療科機能の維持を基本とし、医療需要を考慮
した診療体制の整備を図ります。

済
生
会
新
病
院
の
建
設
な
ど
に
向
け
て
基
本
協
定
を
締
結

▲右から原澤埼玉県済生会支部長、大橋市長、長原埼玉県済生会栗橋病院院長

９
月
25
日
、市
役
所
本
庁
舎
で
、（
仮
称
）埼
玉
県
済
生
会
加
須
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建

設
お
よ
び
運
営
な
ど
に
関
し
て
、加
須
市
、社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部

埼
玉
県
済
生
会
お
よ
び
社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部
埼
玉
県
済
生
会
栗

橋
病
院
の
３
者
で
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
医
療
体
制
推
進
課（
☎
内
線
６
２
１
）

し
、病
院
誘
致
の
姿
勢
を
表
明
し
て
以

来
、地
権
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

関
係
者
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
い
た
だ

き
、建
設
用
地
の
確
保
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、済
生
会
と
市
内
へ
の
済
生

会
新
病
院
の
早
期
立
地
に
向
け
協
議

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、大
き
な
節
目
と
な

る
基
本
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
、市
民
の
永
年
の
希
望
で
あ
っ
た
中

核
病
院
の
整
備
が
進
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
済
生
会
が
２
０
２
１
年
10
月
に（
仮

称
）埼
玉
県
済
生
会
加
須
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
開
設
し
、加
須
市
を
含
む

利
根
保
健
医
療
圏
が
、医
療
面
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
な
る
よ
う
、引

き
続
き
全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　
市
で
は
、平
成
28
年
３
月
に
済
生

会
栗
橋
病
院
と
の
間
で
覚
書
を
交
わ
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し
、病
院
誘
致
の
姿
勢
を
表
明
し
て
以

来
、地
権
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

関
係
者
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
い
た
だ

き
、建
設
用
地
の
確
保
な
ど
を
進
め
る

と
と
も
に
、済
生
会
と
市
内
へ
の
済
生

会
新
病
院
の
早
期
立
地
に
向
け
協
議

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
な
か
、大
き
な
節
目
と
な

る
基
本
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で

き
、市
民
の
永
年
の
希
望
で
あ
っ
た
中

核
病
院
の
整
備
が
進
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
済
生
会
が
２
０
２
１
年
10
月
に（
仮

称
）埼
玉
県
済
生
会
加
須
医
療
セ
ン

タ
ー
と
し
て
開
設
し
、加
須
市
を
含
む

利
根
保
健
医
療
圏
が
、医
療
面
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
な
る
よ
う
、引

き
続
き
全
面
的
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

全
小
中
学
校
お
よ
び
公
立
幼
稚
園
に
エ
ア
コ
ン
を
緊
急
整
備

～
来
年
７
月
の
一
斉
稼
働
を
目
指
し
て
～

災
害
と
ま
で
言
わ
れ
た
今
年
の
猛
暑
、市
で
は
園
児・児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、緊
急
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。来
年
の
夏
ま
で
に
小

中
学
校
普
通
教
室・幼
稚
園
保
育
室
な
ど
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
　
教
育
総
務
課（
☎
内
線
３
７
１
）　

保
育
幼
稚
園
課（
☎
内
線
１
６
３
）

　
市
で
は
、こ
れ
ま
で
児
童
生
徒
の
安

全
対
策
を
最
優
先
に
小
中
学
校
の
校

舎
や
体
育
館
の
耐
震
化
を
は
じ
め
、児

童
生
徒
が
通
年
で
毎
日
使
う
校
舎
な

ど
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
工

事
を
優
先
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
は
、災
害
時
に
市
民
の

拠
点
避
難
所
な
ど
と
な
る
小
中
学
校

す
べ
て
の
体
育
館
の
照
明
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
な
ど
非
構
造
部
材
の
耐
震

対
策
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、小

中
学
校
の
構
造
上
の
安
全
対
策
に
一

定
の
目
途
が
つ
い
た
こ
と
か
ら
、今
年

度
よ
り
エ
ア
コ
ン
の
整
備
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、気
象
庁
が
今
夏
の
暑
さ
が

生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
レ
ベ
ル
で
災

害
と
認
識
し
て
い
る
と
発
表
し
た
ほ

ど
の
猛
暑
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、エ
ア
コ

ン
の
整
備
を
急
ぐ
こ
と
と
し
ま
し
た
。

【
緊
急
整
備
の
方
針
】

■
来
年
夏（
７
月
）稼
働
を
目
指
し
ま
す
。

■
全
小
中
学
校
お
よ
び
幼
稚
園
一
斉

に
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
整
備
方
法
】

　
緊
急
整
備
に
当
た
っ
て
は
、国
の
交

付
金
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

２
つ
に
分
け
て
整
備
し
ま
す
。

１
　
来
年
７
月
稼
働
に
向
け
整
備

○
全
小
中
学
校
30
校
の
普
通
教
室

○
全
幼
稚
園
13
園
の
保
育
室・管
理
諸
室

　
こ
れ
ら
の
エ
ア
コ
ン
整
備
は
、来
年

夏（
７
月
）の
一
斉
稼
働
を
目
指
し
、設

計・工
事
同
時
発
注
方
式
で
整
備
工
事

を
進
め
ま
す
。

２
　
再
来
年
度
稼
働
に
向
け
整
備

○
全
小
中
学
校
30
校
の
特
別
教
室

○
全
小
中
学
校
30
校
の
管
理
諸
室

　
こ
れ
ら
の
エ
ア
コ
ン
整
備
は
、整
備

範
囲
を
決
定
し
た
上
で
国
の
交
付
金

の
採
択
状
況
を
踏
ま
え
て
、整
備
工
事

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

首
相
官
邸
や
文
部
科
学
省
、

財
務
省
へ
要
望

　
９
月
５
日
、７
日
に
、大
橋
市
長
、

福
島
市
議
会
議
長
、角
田
副
市
長
、

渡
邉
教
育
長
が
、首
相
官
邸
お
よ
び

文
部
科
学
省
、財
務
省
に
出
向
い
て

幼
稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
緊
急
整
備
に
関
し
て
、現
行
の

補
助
制
度
で
あ
る
学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
の
予
算
確
保
と
補
助

率
の
引
き
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
要

望
し
ま
し
た（
写
真
は
、首
相
官
邸

で
菅
内
閣
官
房
長
官
に
要
望
書
を

渡
す
大
橋
市
長
）。

２つの整備手法に分けて空調設備を緊急整備
■「直接施工 設計・工事 同時発注方式」

■「直接施工方式（設計のあとに工事）」

○全小中学校30校の普通教室
○全幼稚園13園の保育室、管理諸室

来年夏（７月）
一斉稼働を目指す

○小中学校30校の特別教室
○小中学校の管理諸室

来年度中の整備
再来年度の稼働に
向けて整備する
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大
谷
貴
子
さ
ん
は
、血
液
の「
が
ん
」

と
い
わ
れ
る
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
で

余
命
数
カ
月
と
宣
告
さ
れ
ま
し
た
が
、

助
か
る
可
能
性
わ
ず
か
１
％
と
い
う
状

態
か
ら
奇
跡
的
に
生
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
本
初
と
な
る
骨
髄
バ
ン

ク（
☎
０
３・５
２
８
０・１ド
ナ
ー
バ
ン
ク

７
８
９
）を

設
立
し
、２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
１

年
ま
で
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡

協
議
会
会
長
を
務
め
、現
在
は
骨
髄
バ

ン
ク
の
普
及
と「
い
の
ち
の
重
み
」を

伝
え
る
活
動
に
奔
走
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
の
特
集
は
、『
が
ん
サ
バ
イ

バ
ー
の
第
一
人
者
』で
あ
る
大
谷
貴
子

さ
ん
に「
が
ん
」の
今
を
伺
い
ま
し
た
。

━
最
近
、有
名
人
の「
が
ん
」発
症
の
報

道
が
多
く
あ
り
ま
す
。私
た
ち
も
他
人

事
で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て「
が
ん
」

は
、決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

「
が
ん
」
に
対
し
て
正
し
い
知
識
を

■
職
歴・経
歴

１
９
６
１
年
大
阪
市
に
生
ま
れ
る

１
９
８
６
年
千
葉
大
学
大
学
院
在
学
中
、慢
性
骨
髄

性
白
血
病
と
診
断
さ
れ
る

１
９
８
８
年
名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
て
母

親
か
ら
骨
髄
移
植
を
受
け
、退
院

名
古
屋
骨
髄
献
血
希
望
者
を
募
る
会
を

発
足（
１
９
９
４
年
骨
髄
バ
ン
ク
を
支

援
す
る
愛
知
の
会
と
改
称
）

１
９
８
９
年
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
を
設
立

１
９
９
０
年
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
の
成
功
例
を
発

表全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
発

足
と
同
時
に
運
営
委
員
に
就
任

１
９
９
１
年
財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財
団（
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
）設
立

評
議
員
並
び
に
普
及
広
報
委
員
に
就
任 

（
１
９
９
６
年
３
月
ま
で
）

１
９
９
２
年
医
師
と
患
者
と
の
架
け
橋
に
な
り
た
い

と
、初
級
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資
格
取
得

１
９
９
４
年
精
神
対
話
士
資
格
を
取
得

１
９
９
５
年
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
副

会
長
に
就
任

１
９
９
７
年
結
婚（
加
須
市
在
住
）

２
０
０
５
年
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
会

長
に
就
任 （
２
０
１
１
年
７
月
ま
で
）

２
０
０
８
年
加
須
市
観
光
大
使
に
就
任（
現
在
に
至

る
）

２
０
０
９
年
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
委
員
に
就
任

２
０
１
３
年
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
顧

問
に
就
任（
現
在
に
至
る
）

２
０
１
４
年
加
須
市
教
育
委
員
に
就
任（
２
０
１
８

年
７
月
ま
で
）

２
０
１
５
年
「
新
し
い
東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の
あ

り
方
検
討
会
」委
員
に
就
任

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
評
議

員
に
就
任（
現
在
に
至
る
）

■
受
賞
歴

１
９
９
０
年
（
社
）名
古
屋
青
年
会
議
所
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ

（
タ
ー
グ
）賞
グ
ラ
ン
プ
リ

１
９
９
１
年
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
４

-

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア

ワ
ー
ド
、（
社
）日
本
青
年
会
議
所
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｐ（
ト
イ
ッ
プ
）大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
、

東
海
テ
レ
ビ
文
化
賞

１
９
９
５
年
朝
日
社
会
福
祉
賞

１
９
９
６
年
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
協
会
主
催

「The  Best hospitality of the 
year

」

１
９
９
７
年
中
日
社
会
功
労
賞

２
０
０
０
年
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

２
０
０
８
年
第
60
回「
保
健
文
化
賞
」

２
０
１
２
年
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞

■
テ
レ
ビ
出
演

２
０
０
２
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

２
０
０
５
年
情
熱
大
陸（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

２
０
０
８
年
拙
著
原
作
ド
ラ
マ「
30
万
人
か
ら
の
奇

跡
」（
テ
レ
ビ
東
京
）

中
居
正
広
の
金
曜
日
の
ス
マ
た
ち
へ

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

２
０
１
０
年
課
外
授
業
よ
う
こ
そ
先
輩（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

■
著
書

 『
生
き
て
る
っ
て 

シ
ア
ワ
セ
！
』

 『
白
血
病
か
ら
の
生
還
』　
な
ど

医
療
の
進
歩
に
よ
り
、昔
は
不
治
の
病
と
い
わ
れ
て
い
た「
が
ん
」も
、早
期
に
発
見
す
れ
ば
治

せ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。「
が
ん
」を
取
り
巻
く
環
境
は
今
と
昔
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
　
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
０
４
８
０・62・１
３
１
１
）

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
☎
内
線
３
１
９
）

ん
。今
、日
本
で
は
、２
人
に
１
人
が

「
が
ん
」に
か
か
り
、３
人
に
１
人
が

「
が
ん
」で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
が

ん
」を
克
服
す
る
の
に
は
、早
期
発
見

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。日
本
に
お
け
る
が

ん
検
診
受
診
率
は
30
～
40
％
で
す
が
、

加
須
市
は
そ
の
平
均
を
下
回
る
15
～

27
％
と
い
う
数
字
で
す
。こ
れ
だ
け
身

近
な
病
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、検
診
対

象
者
の
半
数
以
上
が
検
診
を
受
け
て

い
ま
せ
ん
。

　
加
須
市
で
は
、が
ん
検
診
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
か
ら
子
宮
頸
が
ん
の
集

団
検
診
も
始
ま
り
ま
し
た
。ぜ
ひ
受
診

し
、早
期
発
見
に
お
役
立
て
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

━
大
谷
さ
ん
が
発
症
し
た
と
き
と
今

で
、医
療
の
進
歩
、ま
た
社
会
的
に「
が

ん
」の
理
解
が
進
ん
だ
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、実
際
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
が
ん
」は
治
る
病
気
。私
が
白
血
病

を
発
症
し
た
と
き
は
、骨
髄
バ
ン
ク
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。結
果
、同
じ

思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
、と
い
う
思
い

か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
設
立
へ
奔
走
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
が
ん
」に
対
す
る
緩
和
ケ

ア
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
れ
ま
で

は
、「
が
ん
」の
治
療
が
終
了
す
る
ま
で

苦
痛
緩
和
治
療
は
制
限
さ
れ
、治
療
終

了
後
に
緩
和
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。最
近
で
は
、患
者
さ
ん
が
ど
の
よ

う
に
生
活
を
し
て
い
く
の
か
と
い
う

療
養
時
の
生
活
の
質
も
、「
が
ん
」の
治

療
と
同
じ
よ
う
に
大
切
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、緩
和
ケ
ア
を

「
が
ん
」と
診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、「
が
ん
」の
患

～
第
一
人
者　

大お
お

谷た
に

貴た
か

子こ

さ
ん
に
聞
く
～

加須市
がん検診受診率
（平成29年度）

検診名 受診率
（%）

胃がん 15.3

肺がん 18.5

大腸がん 24.6

子宮頸がん 26.7

乳がん 24.3

前立腺がん 19.5



5

■
職
歴・経
歴

１
９
６
１
年
大
阪
市
に
生
ま
れ
る

１
９
８
６
年
千
葉
大
学
大
学
院
在
学
中
、慢
性
骨
髄

性
白
血
病
と
診
断
さ
れ
る

１
９
８
８
年
名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
て
母

親
か
ら
骨
髄
移
植
を
受
け
、退
院

名
古
屋
骨
髄
献
血
希
望
者
を
募
る
会
を

発
足（
１
９
９
４
年
骨
髄
バ
ン
ク
を
支

援
す
る
愛
知
の
会
と
改
称
）

１
９
８
９
年
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
を
設
立

１
９
９
０
年
非
血
縁
者
間
骨
髄
移
植
の
成
功
例
を
発

表全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
発

足
と
同
時
に
運
営
委
員
に
就
任

１
９
９
１
年
財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財
団（
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
）設
立

評
議
員
並
び
に
普
及
広
報
委
員
に
就
任 

（
１
９
９
６
年
３
月
ま
で
）

１
９
９
２
年
医
師
と
患
者
と
の
架
け
橋
に
な
り
た
い

と
、初
級
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資
格
取
得

１
９
９
４
年
精
神
対
話
士
資
格
を
取
得

１
９
９
５
年
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
副

会
長
に
就
任

１
９
９
７
年
結
婚（
加
須
市
在
住
）

２
０
０
５
年
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
会

長
に
就
任 （
２
０
１
１
年
７
月
ま
で
）

２
０
０
８
年
加
須
市
観
光
大
使
に
就
任（
現
在
に
至

る
）

２
０
０
９
年
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
委
員
に
就
任

２
０
１
３
年
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連
絡
協
議
会
顧

問
に
就
任（
現
在
に
至
る
）

２
０
１
４
年
加
須
市
教
育
委
員
に
就
任（
２
０
１
８

年
７
月
ま
で
）

２
０
１
５
年
「
新
し
い
東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の
あ

り
方
検
討
会
」委
員
に
就
任

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
評
議

員
に
就
任（
現
在
に
至
る
）

■
受
賞
歴

１
９
９
０
年
（
社
）名
古
屋
青
年
会
議
所
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｇ

（
タ
ー
グ
）賞
グ
ラ
ン
プ
リ

１
９
９
１
年
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
４

-

Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア

ワ
ー
ド
、（
社
）日
本
青
年
会
議
所
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｐ（
ト
イ
ッ
プ
）大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
、

東
海
テ
レ
ビ
文
化
賞

１
９
９
５
年
朝
日
社
会
福
祉
賞

１
９
９
６
年
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
協
会
主
催

「The  Best hospitality of the 
year

」

１
９
９
７
年
中
日
社
会
功
労
賞

２
０
０
０
年
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

２
０
０
８
年
第
60
回「
保
健
文
化
賞
」

２
０
１
２
年
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞

■
テ
レ
ビ
出
演

２
０
０
２
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

２
０
０
５
年
情
熱
大
陸（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

２
０
０
８
年
拙
著
原
作
ド
ラ
マ「
30
万
人
か
ら
の
奇

跡
」（
テ
レ
ビ
東
京
）

中
居
正
広
の
金
曜
日
の
ス
マ
た
ち
へ

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

２
０
１
０
年
課
外
授
業
よ
う
こ
そ
先
輩（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

■
著
書

 『
生
き
て
る
っ
て 

シ
ア
ワ
セ
！
』

 『
白
血
病
か
ら
の
生
還
』　
な
ど

者
さ
ん
と
家
族
の
療
養
生
活
の
質
を

よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、私
は
白
血
病
の
治
療
過

程
で
不
妊
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

今
は
医
療
も
発
達
し
、卵
子
や
精
子
を

冷
凍
保
存
す
る
な
ど
、「
が
ん
」の
治
療

に
打
ち
勝
っ
た
あ
と
で
も
、妊
娠
出
産

な
ど
の
方
法
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

　
私
が
携
わ
っ
た
17
歳
の「
が
ん
」患

者
さ
ん
は
、治
療
前
に
未
受
精
卵
子
を

保
存
し
、そ
の
12
年
後
、治
療
を
終
え
、

結
婚
、妊
娠
、出
産
を
し
ま
し
た
。

（
写
真（
左
）は
そ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
私
）

　
治
療
前
も
、中
も
、後
も
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

━
大
谷
さ
ん
は
、現
在
、全
国
の
小
学

校
、中
学
校
な
ど
の
教
育
現
場
で
講
演

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
毎
週
の
よ
う
に
、全
国
の
学
校
で
、

が
ん
教
育
の
啓
発
活
動
の
場
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。学
校
に
お
け
る
が

ん
教
育
は
、児
童
や
生
徒
が
自
他
の
健

康
と
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
大
き
な
ね
ら
い
で
す
。

そ
れ
以
外
に
、が
ん
教
育
の
効
果
の
一

つ
と
し
て
、保
護
者
な
ど
へ
の
が
ん
予

防
啓
発
や
が
ん
検
診
啓
発
も
大
い
に

期
待
で
き
ま
す
。が
ん
対
策
は
、「
が
ん

に
よ
る
死
亡
率
の
減
少
」、「
が
ん
患
者

さ
ん
と
家
族
の
不
安・苦
痛
の
軽
減
、

生
活
の
質
の
維
持・
向
上
」、そ
し
て

「
が
ん
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
構
築
」と
い
う
三
つ
の
柱
の

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、医
療
技
術

の
発
達
や
医
療
関
係
者
の
努
力
だ
け

で
は
な
く
、多
く
の
方
が「
が
ん
」に
つ

い
て
知
り
、自
己
の
健
康
に
対
し
て
よ

り
関
心
を
高
め
て
、が
ん
予
防
の
意
識

と
患
者
さ
ん
や
家
族
が
お
か
れ
る
状

況
の
理
解
を
深
め
る
と
い
っ
た
こ
と

も
、現
代
社
会
に
お
い
て
の
が
ん
対
策

に
は
必
要
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

━「
が
ん
」を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

す
る
中
で
、私
た
ち
は「
が
ん
」に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
が
ん
」と
診
断
さ
れ
る
こ
と
は
衝

撃
的
な
こ
と
で
、心
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
が
か
か
り
ま
す
。私
自
身
も
診
断
さ

れ
た
時
は
、大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、患
者
さ
ん
の

病
状
や
心
情
を
把
握
し
て
、自
分
が

患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
時
に
起

こ
り
う
る
で
あ
ろ
う
心
の
動
き
を
イ

メ
ー
ジ
し
、気
配
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
が
ん
」は
患
者
さ
ん
本
人
だ

け
で
な
く
、家
族
に
も
患
者
さ
ん
と
同

じ
か
、そ
れ
以
上
の
精
神
的
な
負
担

が
か
か
り
ま
す
。心
理
面
や
経
済
面
、

そ
の
他
日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が

生
じ
ま
す
。心
身
と
も
に
つ
ら
い
状
態

の
患
者
さ
ん
を
間
近
に
見
て
い
る
家

族
は
、自
分
の
つ
ら
さ
を
誰
か
に
相
談

す
る
こ
と
を
た
め
ら
い
が
ち
で
す
。こ

の
た
め
、患
者
さ
ん
の
家
族
に
対
し
て

も
、患
者
さ
ん
と
同
様
な
配
慮
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
が
ん
」は
誰
が
か
か
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
病
気
で
す
。「
が
ん
」と
い
う

病
気
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、間

違
っ
た
知
識
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
や

そ
の
家
族
が
傷
つ
く
こ
と
の
な
い
よ

う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
が
ん
」患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、「
が

ん
」に
か
か
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
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●市税の内訳

主な基金残高 ～将来への備え～
基金名称 平成29年度末 平成28年度末 増　減 主な増減理由

財政調整基金 22億3,154万円 28億5,708万円 ▲6億2,554万円 国民健康保険事業特別会計の財源不足の補てんへ対応
するために取崩したことによる減

市債管理基金 8億8,193万円 8億9,371万円 ▲1,177万円 銀行等引受債を繰上償還するために取崩したことによ
る減

公 共 施 設 等
再 整 備 基 金 25億9,932万円 30億2,136万円 ▲4億2,204万円 昭和中学校校舎の丸ごと大改修、加須きずなスタジアムリ

ニューアル経費などの財源として取崩したことによる減
医療体制確保基金 35億0,239万円 30億0,101万円 5億 138万円（仮称）埼玉県済生会加須医療センターの建設支援とし

て積み増したことによる増
合　　計 92億1,519万円 97億7,316万円 ▲5億5,797万円

区　　分 平成29年度 平成28年度 増　減
市 民 税 65億00,,23万円 63億4,314万円 1億5,709万円
固定資産税 74億4,686万円 72億1,591万円 2億3,095万円
軽自動車税 2億9,633万円 2億8,103万円 1,530万円 
市たばこ税 7億4,353万円 7億8,823万円 ▲4,470万円
都市計画税 5億2,873万円 5億2,248万円 625万円 
合　　計 155億1,568万円 151億5,079万円 3億6,489万円

平成29年度は、本市の将来都市像である「水と緑と文化の調和した元気都市 かぞ」を目指し、平
成28年度に改訂した「総合振興計画」、「総合振興計画後期基本計画」および「まち・ひと・しごと
創生総合戦略」に位置付けた取り組みを積極的に展開しました。

問合せ　財政課（☎内線321・322・323）

　平成30年第３回市議会定例会が開
催され、決算特別委員会で現地調査を
含めた審議を経て、平成29年度の一般
会計、特別会計および企業会計の決算
がそれぞれ認定されました。
※各数値は単位未満四捨五入のため、合
計額などが整合しない場合があります。

平成29年度 決算をお知らせします

一般会計歳入 【歳入の状況】
市税が増えたものの、地方交付税や国
庫支出金・県支出金が減ったことによ
り、平成29年度の一般会計の歳入総
額は前年度に比べ19億5,885万円の
減少となりました。

〈歳入の主なもの〉
〇国庫支出金
生活保護費負担金 14億6,725万円
児童手当交付金 11億6,529万円
障害者自立支援給付費負担金 8億6,070万円
〇県支出金
障害者自立支援給付費負担金 4億3,294万円
児童手当負担金 2億5,808万円
国民健康保険基盤安定負担金 1億8,356万円
〇地方交付税
普通交付税 53億4,906万円
特別交付税 7億7,461万円
震災復興特別交付税 478万円

386億4,651万円
（前年度比6.8％減）

歳出

205億8,956万円
（予算対比53.3％）
425億4,969万円
（前年度比4.4％減）

歳入

その他
20億8,363万円
4.8 %

その他
20億8,363万円
4.8 %

地方消費税交付金
17億9,201万円
4.2%

市税
155億1,568万円
36.5% 

市税
155億1,568万円
36.5% 

市債
36億1,877万円
8.5%

市債
36億1,877万円
8.5%

県支出金
22億4,281万円
5.3%

県支出金
22億4,281万円
5.3%

繰入金
19億1,023万円
4.5%

繰入金
19億1,023万円
4.5%

国庫支出金
49億7,338万円
11.7%

国庫支出金
49億7,338万円
11.7%

繰越金
30億4,195万円
7.2%

繰越金
30億4,195万円
7.2%

消防費
16億5,539万円
4.3% 

農林水産業費
12億3,862万円
3.2% 

その他
8億3,513万円
2.2%

諸収入
12億4,279万円
2.9%

諸収入
12億4,279万円
2.9%

地方交付税
61億2,844万円
14.4% 

地方交付税
61億2,844万円
14.4% 

民生費
149億778万円
38.6% 

民生費
149億778万円
38.6% 

教育費
55億4,365万円
14.3% 

教育費
55億4,365万円
14.3% 

総務費
51億178万円
13.2% 

総務費
51億178万円
13.2% 

公債費
33億3,344万円
8.6%

公債費
33億3,344万円
8.6%

衛生費
31億4,449万円
8.1% 

衛生費
31億4,449万円
8.1% 

土木費
28億8,623万円
7.5% 

土木費
28億8,623万円
7.5% 
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地方債の状況 ～債務残高の圧縮～
区　　分 平成29年度末残高 平成28年度末残高 増　減

一般会計 324億1,652万円 318億9,642万円 5億2,010万円 
住宅新築資金等貸付事業特別会計 65万円 95万円 ▲30万円
野中土地区画整理事業特別会計 3億6,192万円 4億3,746万円 ▲7,554万円
栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業特別会計 5,711万円 9,321万円 ▲3,610万円

普通会計 328億3,619万円 324億2,803万円 4億 816万円
国民健康保険直営診療所特別会計 0円 187万円 ▲187万円
農業集落排水事業特別会計 45億2,712万円 48億1,387万円 ▲2億8,675万円
水道事業会計 78億6,563万円 75億2,920万円 3億3,643万円
下水道事業会計 117億1,819万円 120億5,106万円 ▲3億3,287万円

公営事業会計 241億1,094万円 243億9,600万円 ▲2億8,506万円
埼玉東部消防組合 3億7,204万円 4億2,583万円 ▲5,379万円

一部事務組合 3億7,204万円 4億2,583万円 ▲5,379万円
合　　計 573億1,917万円 572億4,987万円 6,931万円 

※一部事務組合については、組合構成市町の負担割合に基づく加須市負担分です。
※野中土地区画整理事業特別会計は、平成28年度までは公営事業会計として扱っていましたが、平成29
年度からは普通会計として扱っています。なお、比較のために平成28年度についても普通会計の欄に記載
しています。

一般会計歳出

   収支の状況　 ～収支の均衡～
●歳入決算額 425億4,969万円
●歳出決算額  386億4,651万円
●歳入歳出差引額 39億   318万円
●実質収支 36億   724万円
●単年度収支 11億3,143万円
●実質単年度収支 5億1,841万円

実質収支とは…歳入歳出差引額から翌年度に繰り越す
べき財源を控除したものです。
単年度収支とは…実質収支から前年度の実質収支を差
し引いたものです。
実質単年度収支とは…単年度収支に、積立金などの黒字
要素を加え、基金取り崩しなどの赤字要素を控除したも
ので、当該年度における実質的な収支を表すものです。

【歳出の状況】
消防費や教育費が増えたものの、民生
費や衛生費などが減ったことにより、
平成29年度の一般会計の歳出総額は
前年度に比べ28億2,009万円の減少
となりました。

〈歳出の主なもの〉
〇民生費
生活保護事業 18億4,119万円
障害者自立支援事業 18億 345万円
児童手当支給事業 16億9,769万円
〇教育費
中学校施設整備事業 14億5,094万円
給食センター管理運営事業　 6億8,074万円
スポーツ施設（野球場等）整備事業
 4億9,560万円
〇総務費
公共施設等再整備基金事業 6億 367万円
騎西総合支所耐震対策事業 5億9,142万円
情報化管理事業 3億7,164万円

386億4,651万円
（前年度比6.8％減）

歳出

205億8,956万円
（予算対比53.3％）
425億4,969万円
（前年度比4.4％減）

歳入

その他
20億8,363万円
4.8 %

その他
20億8,363万円
4.8 %

地方消費税交付金
17億9,201万円
4.2%

市税
155億1,568万円
36.5% 

市税
155億1,568万円
36.5% 

市債
36億1,877万円
8.5%

市債
36億1,877万円
8.5%

県支出金
22億4,281万円
5.3%

県支出金
22億4,281万円
5.3%

繰入金
19億1,023万円
4.5%

繰入金
19億1,023万円
4.5%

国庫支出金
49億7,338万円
11.7%

国庫支出金
49億7,338万円
11.7%

繰越金
30億4,195万円
7.2%

繰越金
30億4,195万円
7.2%

消防費
16億5,539万円
4.3% 

農林水産業費
12億3,862万円
3.2% 

その他
8億3,513万円
2.2%

諸収入
12億4,279万円
2.9%

諸収入
12億4,279万円
2.9%

地方交付税
61億2,844万円
14.4% 

地方交付税
61億2,844万円
14.4% 

民生費
149億778万円
38.6% 

民生費
149億778万円
38.6% 

教育費
55億4,365万円
14.3% 

教育費
55億4,365万円
14.3% 

総務費
51億178万円
13.2% 

総務費
51億178万円
13.2% 

公債費
33億3,344万円
8.6%

公債費
33億3,344万円
8.6%

衛生費
31億4,449万円
8.1% 

衛生費
31億4,449万円
8.1% 

土木費
28億8,623万円
7.5% 

土木費
28億8,623万円
7.5% 
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平成29年度　決算の主な事業
　平成29年度に行われた事業の中から、主なものを分野別にご紹介します。なお、決算書は本庁舎
および各総合支所で閲覧できます。
  １ 健やかで豊かな心を育むまちづくり
○子育て総合相談事業、家庭児童相談事業 479万円
　▷加須版ネウボラとなる子育て世代包括支援

センターおよび子ども家庭総合支援拠点の
２つの機能を併せ持つ「すくすく子育て相談
室」の開設準備を実施

○不妊治療事業 580万円
　▷不妊治療を受けることによる経済的負担を

軽減するため、不妊検査費の一部（上限2万
円）を助成

○公立保育所管理運営事業 2億6,733万円
　▷移転新築した「こすもす保育園」を平成29年

４月１日に開園し、０歳児保育を実施
○公立放課後児童健全育成事業 １億6,063万円
　▷仕事と子育ての両立支援のため、受入対象学

年を６年生まで拡大。迅速かつ適切な入退室
管理および賦課徴収を行うためシステム移
行を実施

  ２ 健康で安心して住み続けるまちづくり
○医療体制確保基金事業 5億1,640万円
　▷（仮称）埼玉県済生会加須医療センターの建

設など医療体制の確保を図るための財源と
して、基金への積み増しを実施

○済生会病院誘致事業 1,547万円
　▷（仮称）埼玉県済生会加須医療センターの加

須市への早期立地に係る支援を実施
○地域医療ネットワーク（とねっと）事業 9,496万円
　▷システムを更新し、平成30年４月１日から

新「とねっと」として、かかりつけ医カード
ICチップ化や健康記録機能の充実など利便
性を向上

○認知症総合支援事業（介護） 32万円
　▷認知症の早期発見・早期対応のため、認知症

初期集中支援チームを設置
○国民健康保険特定健康診査等事業（国保）
  6,590万円
　▷40～74歳を対象とした集団特定健康診査

の定員枠を拡充
○スポーツ施設（野球場等）整備事業 4億9,560万円
　▷加須きずなスタジアムリニューアル工事およ

び加須市民運動公園屋外トイレ改修工事な
どを実施

  ３ 安全で快適・便利なまちづくり
○騎西総合支所耐震対策事業 5億9,142万円
　▷騎西総合支所の耐震化対策のため、改築工

事、電気設備工事、機械設備工事などを実施
（実施期間は28・29年度の２カ年。総事業費

は7億1,100万円）。平成30年３月から騎西
総合支所、騎西コミュニティセンターおよび
騎西保健センターの３つの施設を集約した
複合型コミュニティ施設「加須市プラザきさ
い」として運営開始

○空家等実態調査把握事業 66万円
　▷空家など相続関係者の調査や空家管理シス

テムへの空家情報などの更新
○洪水避難訓練事業 12万円
　▷水害を想定した洪水避難訓練の実施
○利根川水系連合・総合水防演習実施事業 281万円
　▷第66回利根川水系連合・総合水防演習の実施
〇国・県道整備促進事業 ２万円
　▷加須市と他地域を結ぶ広域幹線道路である

国県道の整備促進として要望活動などを実
施し、平成30年3月24日に国道354号板倉
北川辺バイパスが開通

  ４ 豊かな自然と快適な環境のまちづくり
○リサイクル協働事業 2,199万円
　▷４地域合同のリサイクル推進員研修会を実施

し、リサイクル率38.8％の高い水準を維持
○PCB廃棄物適正処理推進事業 2,349万円
　▷法で定める処分期限に向けたPCB廃棄物の

適正な管理および処分
  ５ 活力ある産業のまちづくり
○産業チャレンジ支援事業 174万円
　▷新商品開発補助金の交付、展示会出展助成、

先端産業に係る支援
○「うどん」と「こいのぼり」によるまちおこし事業
  59万円
　▷「うどん」と「こいのぼり」のまち加須のPRの

充実
  ６ 地域の力で自立したまちづくり
○ホームページ等活用事業 1,552万円
　▷市民参加、アプリ連携などの機能を有する新

しいホームページを構築
○夢・未来応援事業 2万円
　▷加須市の未来を担う子どもたちの夢を叶え

るための挑戦を応援
○広域行政推進事業 212万円
　▷板倉町と加須・板倉利根川新橋建設促進協議

会を設立。栃木市・板倉町との三県境の利活
用についての研究

○ふるさと納税促進事業 207万円
　▷民間サイトの活用や返礼品の拡充による寄

附申込・納付などの改善
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　平成29年度の実質赤字比率、連結実質赤字比率については、
いずれの会計も赤字額はありませんでした。また、将来負担比
率については、将来の負担額よりも、将来負担額に充当できる基
金などの金額の方が大きいため算定されませんでした。なお、実
質公債費比率は、前年度比0.2ポイント減の6.0％で、基準値の
25.0％を下回っています。
資金不足比率とは…公営企業の資金不足（赤字）を料金収入の
規模と比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すものです。
　平成29年度の資金不足比率については、いずれの会計も資金
不足額はありませんでした。なお、資金不足比率の経営健全化基
準は20.0％です。
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実質公債費比率

　

健全化判断比率とは…地方公共団体財政健全化法に基づく下表の①～④の４つの指標の総称のこと
です。このうち１つでも政令で定める基準（早期健全化基準）以上である場合、財政健全化に向けた取
り組みを義務付けられます。

●実質公債費比率と将来負担比率の推移

平成29年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率

指標名 指標の説明 平成29年度決算 平成28年度決算
加須市 早期健全化基準 加須市 早期健全化基準

①実質赤字比率 一般会計などに生じている赤字の大
きさを指標化したものです。 － 12.13％ － 12.13％ 

②連結実質赤字比率 公営企業を含む全会計に生じている
赤字の大きさを指標化したものです。 － 17.13％ － 17.13％ 

③実質公債費比率 地方債の返済額の大きさを指標化し
たものです（３カ年平均）。 6.0％ 25.00％ 6.2％ 25.00％ 

④将来負担比率 地方債など現在抱えている負債の大
きさを指標化したものです。 － 350.00 ％ － 350.00％ 

特別会計とは…特定の事業の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して個別に処理するための会計で
す。平成29年度における加須市の特別会計は11会計です。
企業会計とは…地方公営企業法に基づき、独立して事業を行っている公営企業の会計です。平成29
年度における加須市の企業会計は２会計です。

※安定した運営のために、特別会計や企業会計の収入済額には、一般会計からの繰入金などが含まれています。
※企業会計は、経営活動に伴い発生する収益的収支と、将来の経営活動のために行う借入れや施設建設などの資本的収
支に区分しています。
※企業会計の｢差引額｣における不足額は、内部留保資金（減価償却費など実際にお金の支出がない費用計上によって生
じた資金や利益剰余金）で補っています。

特別会計・企業会計

区　　分 収入済額 支出済額 差引額 一般会計からの繰入金が
なかった場合の差引額

特
別
会
計

住宅新築資金等貸付事業 1,041万円 34万円 1,007万円 1,007万円
国民健康保険事業 148億2,587万円 147億9,666万円 2,921万円 ▲13億3,967万円
国民健康保険直営診療所 1億1,708万円 9,746万円 1,962万円 1,962万円
後期高齢者医療 10億2,383万円 10億1,746万円 637万円 ▲2億3,743万円
介護保険事業 82億3,269万円 79億1,782万円 3億1,487万円 ▲8億2,879万円
農業集落排水事業 6億8,224万円 6億1,524万円 6,700万円 ▲4億 941万円
不動岡土地区画整理事業 191万円 180万円 11万円 11万円
三俣第二土地区画整理事業 1,487万円 1,487万円 0万円 0万円
野中土地区画整理事業 8億3,815万円 2億5,871万円 5億7,944万円 5億7,944万円
栗橋駅西（大利根地区）土地区画整理事業 3億1,217万円 3億 768万円 449万円 ▲1億8,009万円
河野博士育英事業 869万円 840万円 29万円 29万円

企
業
会
計

水道事業 収益的収支 28億4,101万円 24億 45万円 4億4,057万円 4億1,554万円
資本的収支 9億 409万円 16億8,796万円 ▲7億8,387万円 ▲7億9,463万円

下水道事業 収益的収支 17億7,229万円 16億6,687万円 1億 542万円 ▲5億6,016万円
資本的収支 11億3,394万円 16億5,145万円 ▲5億1,752万円 ▲8億3,388万円

※実質赤字比率、連結実質赤字比率および将来負担比率は算定されないため、「－」を記載しています。
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平成30年９月補正予算の概要
　平成30年９月補正予算では、２つの債務負担行為※補正と、一般会計30事業２億6,400万３千円、
そのほか国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険事業特別会計の全４会計の
補正予算を追加しました。一般会計の主な事業を紹介します。

※債務負担行為…契約などで発生する後年度の債務についてあらかじめ予算で定めておくこと
問合せ　財政課（☎内線321・322・323）

○債務負担行為補正　「（仮称）埼玉県済生会加須医療センター建設工事補助金」
（仮称）埼玉県済生会加須医療センターの建設工事などに対し、市からの補助金の限度額を50億円
とする債務負担行為を設定しました。期間は、平成31年度（2019年度）から平成33年度（2021年
度）までです。

○債務負担行為補正　「幼稚園及び小中学校空調設備整備」
市立幼稚園全13園と市立小中学校全30校に、エアコンを設置する工事費
用として限度額を26億円とする債務負担行為を設定しました。期間は、平
成30年度（2018年度）から平成31年度（2019年度）までです。幼稚園の
保育室、管理諸室と小中学校の普通教室は、来年の夏の稼働を目指します。

○（市が管理する公共施設のブロック塀安全対策）
　小学校施設整備事業など9事業　2,486万6千円

大阪府北部地震によるブロック塀倒壊事故を受け、市内の公共施設のブロック塀の点検調査を実
施し、危険と判断されたブロック塀の改修を行うものです。 

健やかで豊かな心を育むまちづくり
○民間放課後児童健全育成事業 1,992万1千円
　放課後児童クラブを新たに開設する社会福祉

法人に対して補助金を交付し、児童の健全な育
成の促進を図ります。

○民間保育所施設整備助成事業 394万3千円
　民間保育園の老朽化した園舎天井の改修工事

を行う社会福祉法人に対して補助金を交付し
ます。

○公立幼稚園施設整備事業 1,238万8千円
　騎西中央幼稚園の再整備として、隣接する騎西

小学校の教室に移設、整備をする施設複合化に
向けて実施設計を行います。

健康で安心して住み続けるまちづくり
○済生会病院誘致事業 2,280万1千円
　建設用地の所有権移転登記の費用、地震時の建

築物への影響を調査するための地質調査およ
び土壌汚染調査を行います。

○介護施設整備促進事業 298万１千円
　スプリンクラー設備の整備をする民間介護施

設に対して補助金を交付し、高齢の入居者など
の安全を確保します。

安全で快適・便利なまちづくり
○防犯施設維持管理事業 941万2千円
　加須地域内の防犯灯を蛍光灯タイプからLED

化する計画を１年早めることにより、市民がよ
り安心して暮らすための防犯環境の向上に努
めます。

○道路維持管理事業 6,400万円
　加須こいのぼりマラソン大会の新コースの舗

装修繕などを行い、安全で快適な道路環境を維
持します。

活力ある産業のまちづくり
○園芸振興事業 636万１千円
　園芸の設備機械や技術を導入する野菜園芸農

業者に対して補助金を交付し、作物の生産量の
拡大や高品質化を図ります。

○新規就農者育成事業 83万2千円
　新規就農者に対して、就農直後の経営確立を

支援するため資金を交付し、就農後の定着を
図ります。

地域の力で自立したまちづくり
○女性センター等運営事業 62万7千円
　市民総合会館に設置の印刷機を更新し、女性セ

ンターやくらくら館を活動拠点とする市民活
動団体の利便性を高めます。

今回の補正予算では・・
・

病院建設の補助金、エ
アコン

設置の工事費、ブロッ
ク塀

の安全対策を追加した
ゾ！

（TM）こいのぼりマン
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平成29年度の行政評価について
市では、「加須やぐるまマネジメントサイクル」（市独自の行政評価制度システ
ム）の運用により、実施した事業についての達成度を評価し、事業の改善を図っ
ています。平成29年度に実施した事業の行政評価の結果をお知らせします。

 問合せ　政策調整課（☎内線317）

■市独自の行政評価「加須やぐるまマネジメントサイクル」
厳しい財政状況や地方分権の進展を背景に、限られた資源（人、
物、お金、時間、情報など）を有効活用し、市民志向の行政運営を図
るため、民間企業の行動原理（成果志向や顧客志向など）を取り
入れた経営手法です。

■ＰＤＣＡマネジメントサイクルによる事務改善　
総合振興計画基本計画の施策体系を行政評価の目的体系に置き
換え、事業や施策の目的・目標を明確化した上で、計画（Plan）、実
行（Do）、評価（Check）、見直し（Action）のＰＤＣＡサイクルに
よる事業の進行管理を行い、改善を図ることで、次年度以降の事
業の方向性や実施内容などに反映させていきます。

評価と見直し　【総合振興計画後期基本計画事業数　757事業（再掲は除く）】
　　

事業の見直しの方向

評価例
事業名　水害広域避難対策事業
指標名　洪水避難訓練参加者人数
評　価　おおむね順調

【目標】　1,000人　　【実績】　844人
事業名　高齢者予防接種事業
指標名　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種接種率（65歳）
評　価　大幅に遅れている

【目標】　40％　　　　【実績】　18.5％
※達成度評価が「やや遅れている」または「大幅に遅れている」の事業につい
ては、要因を検証した上で対応策を検討し、改善を図っています。

事業の方向例
完了事業名　騎西総合支所耐震対策事業
理由　耐震補強工事を実施し、庁舎の安全性を確保したため。
廃止事業名　ねたきり老人等ふとん乾燥洗濯サービス事業
理由　介護保険制度の訪問サービスの普及により新規の利用がなく、
また、事業の効果も低いため。
拡充事業名　子育て総合相談事業
理由　子育て世代包括支援センターおよび子ども家庭総合支援拠点
の機能を併せ持つ「すくすく子育て相談室」を中心としたワンストップ
で妊娠・出産・子育てまで切れ目のない支援体制を構築したため。

継続（改善）
縮小
休止
廃止
完了
拡充
その他

縮小
1.2%

休止 4.2% 
廃止 2.8% 
完了 0.7% 
拡充 1.6% 

達成済
おおむね順調
やや遅れている
大幅に遅れている
未着手

やや
遅れている
12.7%

大幅に
遅れている
 2.9%

継続（改善）
89.5％

おおむね順調
55.2％

達成済
29.2%

 
 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

達成度 

 
 

 

 

 

 加須やぐるま
マネジメントサイクル

目的・目標設定
指標設定
予算年次計画

事業実施
・ 指標実績
・ 決算

事業の改善
予算への反映
定員管理への反映

PLAN

DOCHECK

ACTION

必要性
有効性
効率性
達成度

継続（改善）
縮小
休止
廃止
完了
拡充
その他

縮小
1.2%

休止 4.2% 
廃止 2.8% 
完了 0.7% 
拡充 1.6% 

達成済
おおむね順調
やや遅れている
大幅に遅れている
未着手

やや
遅れている
12.7%

大幅に
遅れている
 2.9%

継続（改善）
89.5％

おおむね順調
55.2％

達成済
29.2%

達成済 目標値の100％以上達成
おおむね順調 目標値の80％以上達成
やや遅れている 目標値の80％未満
大幅に遅れている 目標値の50％未満
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水循環センター探検ツアー
と　き　11/17㈯
午前の部…10：00～12：00 
午後の部…13：00～15：00 
ところ　古利根川水循環セン
ター（久喜市吉羽772-1）ほか
県内5カ所
※事前申込不要

問合せ　古利根川水循環セン
ター（☎0480・22・3819）

詳しくは
こちらから▶

第８回環境フォーラム
子ども向け実験も
開催します。
と　き　11/17㈯
　　　　開場13：00
　　　　開演13：30
ところ　みのり   多目的ホール
費　用　無料
内　容　・ 節電川柳、グリーンカー
テンコンテスト表彰式
 ・埼玉県環境科学国際センター講演
 ・ 北川辺西小学校事例発表
問合せ　環境政策課
　　　　（☎内線233）

司馬遼太郎についての
講演会

司馬遼太郎と「竜馬がゆく」の
あれこれ！～国民的作家と大
ベストセラー・誕生秘話～
と　き　11/23（祝・金）
受付13：30　開演14：00
ところ　市民プラザかぞ３階
302会議室
講師　小

お
名
な

　泰
やす

裕
ひろ

氏
費用・定員　無料・50人
問合せ　加須図書館
　　　　（☎0480・61・8200）

ふじの里ウォーク
と　き　11/24㈯
受付8：10　スタート8：30
※雨天中止
コース　ふじアリーナ→加須は
なさき水上公園（往復）（約12㎞）
費　用　100円（参加賞・傷害
保険代含む）
対象　市内在住・在勤・在学の方

（小学4年生以下は保護者同伴）
申込期限　11/19㈪
※当日参加も可能
問合せ　ふじアリーナ
　　　　（☎0480・73・7610）

Enjoy

Kazo Life

おおとね市民まつり

と　き　11/10㈯
　　　　9：45~15：00
ところ　大利根運動公園（自由広場）
　　　　大利根保健センター

（雨天の場合一部変更で開催）
内　容　農産物直売、模擬店、
ステージ発表、消防車展示など
問合せ　大利根総合支所地域
振興課（☎0480・72・1319）

かぞまちばる
事前に「ばるチケット」（１組1,000
円）を購入して、お得なばるメ
ニューを食べに行こう！

期　間　11/15㈭～30㈮
ところ　市内約50店舗
問合せ　商業観光課（☎内線2
77）、加須市商工会本所（☎048
0・61・0842）

炭焼き体験
公園で選定し
た枝などを、
炭として再利
用します。
と　き　11/14㈬
　　　　9：00～11：00
　　　　（雨天中止）
ところ　種足ふれあいの森
持ち物　軍手、マスク
※汚れてもよい服装
※事前申込不要
問合せ　騎西総合支所農政建
設課（☎内線165）
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第20回リサイクルフェア
フェア開催中は、パソコンと携帯
電話の無料回収を実施します。
と　き　①11/29㈭・30㈮
　　　　9：00～16：00
　　　　（12：00～13：00除く）
　　　　②12/1㈯
　　　　9：00～11：00
ところ　加須クリーンセンター
　　　　（馬内1790）
対　象　市内在住の方
※事前申込不要
問合せ　加須クリーンセンター
　　　　（☎0480・61・3671）

チップ化体験
公園の樹木の剪定枝を粉砕機械
でチップ化して再利用（雑草抑
止や土壌改良）する体験会です。

と　き　12/13㈭
　　　　10：00～11：00
　　　　（雨天中止）
ところ　けやき公園駐車場
　　　　（西ノ谷801-2）
持ち物　軍手、マスク
※汚れてもよい服装
※チップの持ち帰りを希望す
る方は、ビニール袋（1人1袋・
45リットル以下のビニール袋）
を持参してください。
※事前申込不要
問合せ　騎西総合支所農政建
設課（☎内線165）

Vリーグ・ディビジョン２男子
男子バレー（社会人）埼玉ラウ
ンド「加須大会」を開催します。
と　き　11/24㈯11：00開始

（3試合）、25㈰12：00開始（2
試合）
ところ　ふじアリーナ

※観覧有料
問合せ　埼玉県バレーボール協
会（角

つの
田
だ

さん 090・2673・6570）

詳しくは
こちらから▶

学校給食試食会
学校給食センター施設見学＆
給食の試食をしませんか。

と　き　
①12/5㈬
②12/6㈭
③12/7㈮ 各11：30～
ところ　
①加須学校給食センター 
　（町屋新田1144-1）
②北川辺学校給食センター 
　（飯積1900）
③騎西学校給食センター 
  （鴻巣市上会下233）
費　用　1人224円
対　象　市内在住の方
定　員　各センター20人
　　　　（先着順）
問合せ　
①加須学校給食センター
　（☎0480・68・3755）
②北川辺学校給食センター　　
　（☎0280・62・2230）
③騎西学校給食センター　
　（☎048・569・2112）

イルミネーション大作戦
点灯式当日
は、出店とお
菓子のプレ
ゼントがあ
ります。
点灯式　11/25㈰17：00
点灯期間　H31/1/14（祝・月）まで
点灯時間　17：00～22：10
ところ　みのり
※イルミネーションを飾り付け
るサポーター募集中
問合せ　北川辺総合支所地域
振興課（☎0280・61・1205）

第３回加須市民音楽祭
夏の甲子園に華を添えた花咲
徳栄高等学校吹奏楽部も出演
予定♪

と　き　12/8㈯
　　　　13：00～16：00（予定）
ところ　パストラルかぞ
　　　　大ホール
費　用　無料
問合せ　生涯学習課
　　　   （☎0480・62・1223）

そば打ち講座
本格そばつゆにも
チャレンジ！

と　き　12/9㈰9：00～
ところ　北川辺ライスパーク
費　用　1,000円（当日支払い）
対　象　市内在住・在勤の方
定　員　10人（先着順）
申込開始　11/16㈮
問合せ　北川辺ライスパーク
　　　　（☎0280・62・4349）
※月曜を除く9：00～16：00
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走路（コース）
車両通行禁止
車両通行禁止時間

10:25～12:00

10:25～12:00

10:20～11:50

10:15～11:40

9:50～
10:50

8:45～
12:00

9:10～
10:40

10:00～10:50
10:00～11:00

10:00～11:20

10:00～11:20

9:00～10:00

9:05～10:20

10:00～11:20

10:05～11:20

10:10～11:30

10:10～11:30

8:45～12:00

8:50～9:50

9:05～
10:10

10:20～
12:00

10:20～11:50

片側車両通行禁止
（東から西は通行可）

大会当日は、８時45分から12時まで、市街地の一部で交通規制が行われます。なお、規制時間が
前後することがありますので、ご協力をお願いします。

　　　　  　　問合せ　「加須こいのぼりマラソン大会実行委員会」事務局（加須市民体育館内）
　　　　  　　　  　　　 （☎0480・62・6123）

第23回加須こいのぼりマラソン大会
～今年からハーフコースが変更になります～12/2㈰

■スタート・ゴール予定時間
【ハーフマラソン】 スタート…9：30 
 先頭ランナーゴール…10：30ごろ

【　そ　の　他　】 スタート…8：55
 ゴール…9：00ごろから順次

ゲストランナー　上
うえ

田
だ

　藍
あい

選手（トライアスリート）
　　　　　　　　秋

あき

谷
や

　勇
ゆう

翔
と

選手（夢・未来応援事業）
　　　　　　　　三

み

宅
やけ

　惇
じゅん

子
こ

さん（気象予報士）　

同時開催
「マルシェ de加須」

新鮮野菜などを
販売します♪

問合せ　商業観光課
　　　　（☎内線277）

今年も、約6,000人が健脚を競います。
皆さんの沿道からの熱い声援をお願
いします。
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市では、河川水質や衛生環境の向上を図るため、単独処理浄化槽・汲み取り便槽から合併処理浄
化槽への切り替えを行う場合に補助金を交付します。なお、法定義務化されている新築での設
置や家の増改築を伴って合併処理浄化槽へ切り替える場合は対象となりません。

ご家庭のトイレなどの排水は、浄化槽の中で微生物の働きによって浄化され、きれいな上澄み
が消毒され流されています。浄化槽が本来の機能を十分に発揮するためには、「清掃」「保守点
検」「法定検査」を必ず実施しなければなりません。
適正に維持管理して、未来にもきれいな水を残しましょう。
■清掃
浄化槽を使用していると、微生物の死骸や、汚泥がたまってきます。これら汚泥などを除去する
ために清掃が必要です。加須市の許可を受けた清掃業者に委託し、１年に１回以上清掃を実施
しましょう。
■保守点検
機器の調整や水質・空気量の管理、薬剤の補給など、浄化槽の点検を行うものです。埼玉県に登
録されている保守点検業者に委託して保守点検を実施しましょう。
■法定検査（定期水質検査）
浄化槽が適正に設置され、清掃や保守点検が正しく行われているかを判断し、放流水が水質基
準を満たしているかを検査します。検査の客観性を担保するために、法定検査は保守点検業者
とは別の「指定検査機関」が行うことになっています。
法定検査は、保守点検とは別の検査になりますので、保守点検を実施している
場合でも、必ず毎年１回受検してください。

【指定検査機関】　一般社団法人　埼玉県浄化槽協会（☎048・501・5707）
問合せ　環境政策課（☎内線232）

合併浄化槽への切り替えを支援します

浄化槽は年１回の法定検査を受検しましょう
～未来にもきれいな水を～

補助対象地域
下水道事業や農業集落排水事業、集中処理浄
化槽で生活排水処理を行っている地域、また
は同様の処理で生活排水処理を行う予定が
ある地域を除いた地域 
設置費に対する補助金（上限額）

人槽区分 市内業者
施工の場合

市外業者
施工の場合

５人槽 362,000円 352,000円

７人槽 444,000円 434,000円

10人槽 578,000円 568,000円

処分費に対する補助金
既存の単独処理浄化槽または汲み取り便槽
の処分に要した費用（上限額５万円）
配管費に対する補助金
転換に伴って台所などから浄化槽への配管
に要した費用（上限額18万円）
申請受付期限
３期　12月28日㈮
※補助金については、平成31年度以降制度改
正が予定されていますので、早めの申請をお勧
めします。
問合せ　環境政策課
　　　　（☎内線232）



①秋葉団地（馬内502-2） １戸
②三俣団地（北小浜805） １戸
③天沼団地（道地1380） ４戸
家賃の目安　16,200円～ 40,500円
※正式な家賃は、各世帯の収入などに応じて決
定されます。
※随時募集との同時申込みはできません。
入居可能予定日　平成31年３月１日㈮
※入居決定時には、市内在住で、かつ、入居する
方と同程度以上の収入のある方２人の連帯保
証人が必要となりますのでご注意ください。
※同一住所２人の保証人は認められません。
※住宅見学会を12月11日㈫に予定（要事前申込）
申込共通資格
○同居する親族がいること（単身の場合は、一
定の基準を満たしていること）
○収入が一定基準にあること

○市内在住の方または市内在勤の方
○市税を完納していること
○現に住宅に困っている方
○入居しようとする方全員が暴力団員ではな
いこと 
○収入基準（月額）
一般世帯…15万８千円以下
高齢者世帯、小学校就学前の子どもがいる世帯
など…21万４千円以下
申込方法
本庁舎２階建築開発課および各総合支所農政
建設課に用意してある申込書に必要事項を記
入の上、埼玉県住宅供給公社熊谷支所へ郵送
してください。申込者多数の場合は抽選となり
ます。
申込期間　12月３日㈪～ 21日㈮
　　　　　※12月21日㈮までの消印有効

申込・問合せ　埼玉県住宅供給公社熊谷支所
　　　　　　  （☎048・524・7963）
　　　　　　  建築開発課（☎内線285・286）入居者募集

市 営 住 宅

市では、空住戸17戸の先着順受付による随時募集を行っていますが、この募集に加え、新たに空
住戸６戸の一般募集を行います。

申込・問合せ
健康づくり推進課

（☎0480・62・1311）
特定健診の結果から、「ちょっと高め」の項目がいくつか重なる方に実施しています。自覚症状が
なくても血管内のダメージ（動脈硬化）が進み、心筋梗塞や脳梗塞の危険が高まります。この講座
に参加して、半年後に体重３kg減を目指しましょう。
講座内容・流れ

～約２万円の特定保健指導が無料で受けられます～
特 定 保 健 指 導

暮らしの情報 I N F O R M A T I O N
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※対象の方には、健
診結果返却時に案
内のチラシを渡して
います。電話にてお
申し込みください。

【参加前後の変化（62歳・男性の例）】 【講座参加者の声】
●大変かなと思っていましたが、

ちょっとの意識で数値がよくなり、
うれしくなりました。

●目標を意識するようになって、毎日
の生活のリズムが変わりました。

 
 

 
 

開始 ６～7カ月後
測定・初回講座 測定・振返り講座

申込

保健師・栄養士から電話支援

65

66

67

68

69

70

参加前 参加後 

84

86

88

90

92

参加前 参加後  

腹囲  
5.2㎝減！ 

 体重 
3.6㎏減！

 

  

kgcm
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市税は納期限内に納付しましょう

３月23日は 「加須市民の日」

問合せ　収納課
　　　　（☎内線129・139・143・144）

問合せ　総務課（☎内線331）

■市税は貴重な財源
市税は、道路や公園、学校などの生活環境の
整備、福祉や教育、消防、ごみ処理などの行政
サービスのために欠かすことのできない貴重
な財源です。
■財源が不足すると…
市税には、納期限が定まっています。納期限内
に納めていただかないと、期ごとの財源が不足
し、行政サービスの低下を招く恐れがあります。
■納税相談
本庁舎収納課…月～金・日曜日
８時30分～17時15分（日曜日は17時まで）
各総合支所市民福祉健康課…月～金曜日
８時30分～17時15分

■納税猶予・減免
特別の事情により、市税および国保税を一時
に納付できないと認められるときは、申請によ
り１年に限り納税が猶予される場合がありま
す。さらに、次の要件に該当する方は、個々の状
況を調査の上、減免される場合があります。
■市税を滞納すると…
財産調査…督促状発送後も納付されず、未納
状態が続くと、財産の調査を行い、預貯金や給
与、不動産などの差し押さえによる滞納処分を
実施します。
滞納処分…納税の公平性の確保のため、厳正
な滞納処分を実施します。

市税は、市民の皆さんに法や条例に基づき所得や資産の状況に応じて、公平に負担していただ
いているものであり、市民の皆さんへ行政サービスを提供する上で必要な財源です。市税の納
期限内納付にご協力ください。

平成31年３月23日㈯は、旧加須市・騎西町・北川辺町・大利根町が合併してから９年目を迎え
ます。「加須市民の日」に向けて協賛企業とエピソードを募集します。詳しくは市ホームページ
をご覧ください。
■市民の日「協賛事業」への参加募集
おおむね３月中に市民の日を記念して行われ
る、市民や企業などが主催する事業で、市民の
誰もが参加できる事業

（例…加須市民の日記念○○セール、○○工場
見学会、○○発表会など）
申込方法

「市民の日協賛事業企画書」（指定様式）を郵
送、FAX、電子メールまたは持参により申し
込んでください。
応募期限　12月15日㈯
※持参の場合、土・日曜日、祝日を除く

■市民の日記念事業「私の３２３」募集
「３２３」の数字をキーワードに皆さんの情報、
エピソードなど

（例…誕生日・○○記念日などが３月23日、住
所が32－３、生まれた子の体重が3,230ｇな
ど）
※応募いただいた方全員に「加須市の絵はが
き」を贈呈します。
応募方法

「私の３２３」応募用紙（指定様式）を郵送、ＦＡ
Ｘ、電子メールまたは持参により申し込んで
ください。
募集期限　12月15日㈯
※持参の場合、土・日曜日、祝日を除く
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火災が多発する時季に備え消防活動に万全
を期すために開催します。
消防団員の規律や訓練の成果を市民の皆さ
んに披露しますので、ぜひご観覧ください。
とき　11月18日㈰８時30分
ところ　市民運動公園
※雨天時は市民体育館で実施します。

問合せ　危機管理防災課
　　　　（☎内線256・257）

志多見地区内の防災行政無線によるサイレ
ンを合図に、徒歩で避難する避難誘導訓練
や、避難所へ備蓄している資機材の設営体
験、水消火器を使用した初期消火訓練など
を行います。
とき　11月25日㈰８時30分
　　　（小雨決行）
ところ　志多見小学校体育館および校庭
対象　志多見地区住民

問合せ　危機管理防災課
　　　　（☎内線256・257）

道路や公園などが次のような場合は、早期復
旧・安全確保のため、下記までご連絡ください。
①道路の舗装などに穴が開いている
②舗装に大きな段差がついている
③ガードレールや側溝のふたが壊れている
④水路などの安全柵が壊れている
⑤公園の遊具などが壊れている

問合せ　
①～③道路課（☎内線243・244）
　　④治水課（☎内線238）
　　⑤まちづくり課（☎内線261）
加須地域以外の①～⑤各総合支所農政建
設課（騎西☎内線162、北川辺☎0280・61・
1206、大利根☎0480・72・1321）

大規模な自然災害（地震）や武力攻撃などの
発生時に備え、Ｊアラートによる訓練放送
を行います。
とき　11月21日㈬11時

 問合せ　危機管理防災課
　　　　 （☎内線256）

消防特別点検開催

志多見地区防災訓練
（地震想定）開催

道路・公園などの損傷箇所を
発見したら連絡を！

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）
訓練放送を行います

      【訓練放送の内容】
・チャイム音
・「これはＪアラートの
    テストです。」
　（３回繰り返し）
・「こちらは防災加須です。」
・チャイム音



身体障がい者などが所有する自動車の燃料
費購入費用の一部を助成します。
１リットル50円で計算、１カ月20リットル
を上限に助成します（月1,000円）。
対象　次のいずれかに該当し、身体障害者
等自動車燃料費助成認定書の交付を受けて
いる方
○身体障害者手帳のうち下肢または体幹機
能障害の１～５級に該当し、自己所有の自動
車を自ら運転する方
○療育手帳のⒶ、Ａをお持ちの方
※福祉タクシー利用料金助成制度によるタ
クシー券の交付を受けている方を除きます。
詳しくはお問い合わせください。
問合せ　障がい者福祉課（☎内線193）
各総合支所市民福祉健康課（騎西☎内線
135、北川辺☎0280・61・1204、大利根☎
0480・72・1317）

気づいてください、SOSのサイン。
■子どもの様子
不自然な傷、アザがある。
いつも服装や身体が不
潔。食事時や夜間に家の
外にいる。夜遅くまで外で遊んでいて、家に
帰りたがらないなど
■親（保護者）の様子
近所や地域で孤立している。頻繁に子どもを
家に残して外出している。子どもが病気やケ
ガをしていても医者に見せないなど
■家庭の様子
毎晩のように長時間子どもの泣き声が聞こ
える。親の怒鳴る声や、物を投げつけるよう
な音がするなど
問合せ　子育て支援課　すくすく子育て相
談室（☎0480・62・1510）

自動車燃料費の助成
11月は児童虐待防止推進月間

～みんなで見守ろう。地域の子育て～

申告
区分

所得の
内容 と　き ところ

青色
営業所得
不動産所得

12/3㈪② パストラルかぞ
12/5㈬① 商工会北川辺支所
12/5㈬② 豊野コミュニティセンター
12/6㈭① 羽生市民プラザ
12/7㈮② キャッスルきさい
12/12㈬② 行田市中央公民館

（みらい）
農業所得 12/4㈫② ほくさい農業協同組合本店

（羽生市）

白色 営業・農業・
不動産所得

12/3㈪① パストラルかぞ
12/6㈭② 羽生市民プラザ
12/12㈬① 行田市中央公民館

（みらい）
①10時～12時　②14時～16時
※説明会では、消費税軽減税率制度説明会
も開催します。
問合せ　行田税務署（☎048・556・2121）
※自動音声案内で２番を選択してください。

（担当：個人課税第一部門）

関係する事業者の方は、ぜひお越しください。
とき　11月26日㈪

【消費税軽減税率制度説明会】
13時～13時40分

【年末調整説明会】
14時～16時
ところ　パストラルかぞ　小ホール

問合せ　行田税務署法人課税第一部門
　　　　（☎048・556・2125）

平成30年分青色決算などの
説明会開催

消費税軽減税率制度＆
年末調整説明会開催
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 問合せ　市民協働推進課
　　　　 （☎内線346・347）

■
若
者
応
援
‼
夢・未
来
応
援
事
業

　
市
で
は
、市
民
や
企
業
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
と
も
に
、若
者
た
ち
の
夢
の
実
現

に
向
け
た
挑
戦
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、８
月
1
日
か
ら
９
月
10

日
ま
で
応
援
し
て
欲
し
い
夢
へ
の
挑

戦
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、８
件
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

○
二
次
審
査
　

と
き
　
12
月
９
日
㈰
14
時
～

と
こ
ろ
　
市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ
視
聴
覚
ホ
ー
ル

　
挑
戦
者
か
ら
夢
に
つ
い
て
発
表
し

て
も
ら
い
、そ
の
内
容
を
審
査
し
、５

件
程
度
を
選
出
し
ま
す
。

○
審
査
結
果
発
表
　
１
月
下
旬
ご
ろ

　
挑
戦
者
と
し
て
決
定
後
、す
ぐ
に
支

援
を
開
始
し
ま
す
。助
成
期
間
は
、最

長
３
年
間
で
す
。

○
報
告
　
３
月

　
夢
へ
の
挑
戦
の
近
況
や
結
果
報
告

を
、３
月
23
日
市
民
の
日
記
念
式
典
に

お
い
て
行
い
ま
す
。

ひとり暮らしの高齢者の方などに、１時間以
内でお手伝いができる方を探しています。興
味のある方は、ぜひお問い合わせください。
サポート内容…買い物代行、病院や散歩の付
き添い、ごみの運び出しなど
サポートのお礼…１時間あたり絆サポート
券１枚

登録・問合せ　※登録時は印鑑が必要です。
○加須市商工会絆サポート事務局（☎0480・61・
1212）、各支所（騎西☎0480・73・0224、北川辺
☎0280・62・2380、大利根☎0480・72・3439）
○商業観光課（☎内線277）、各総合支所地域振興
課（騎西☎内線123、北川辺☎0280・61・1205、
大利根☎0480・72・1319）

おたすけサポーター募集中
～お礼は絆サポート券！～

絆サポート券（1枚500円）を
ご利用ください！

絆サポート券は、おたすけサポートのお礼とし
て使えるほか、商品券としてもお使いいただ
けます。購入日から１年間利用でき、取扱店は
市内約600店舗です。ぜひ、ご利用ください。
※まとめて購入される場合は、事前にご連絡
いただくか各地域の商工会へお願いします。

販売場所・問合せ
○加須市商工会絆サポート事務局（☎0480・61・
1212）、各支所（騎西☎0480・73・0224、北川辺
☎0280・62・2380、大利根☎0480・72・3439）
○商業観光課（☎内線277）、各総合支所地域振興
課（騎西☎内線123、北川辺☎0280・61・1205、
大利根☎0480・72・1319）

■
活
用
し
て
い
ま
す
！
宝
く
じ
助
成
事
業

　
加
須
市
大
室
区
自
治
会
は
、一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用

し
、子
ど
も
神み

輿こ
し

、袢は
ん

天て
ん

、パ
ト
ロ
ー
ル

用
ラ
イ
ト
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備

品
を
購
入
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
健
全

な
発
展
を
図
り
、宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

子ども神輿

袢天

審
査
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
二
次
審
査
は
、公
開
で
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
自
由
に
観
覧
で
き
、審

査
に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ

ひ
、会
場
で
直
接
若
者
た
ち
の
夢
へ

の
熱
い
思
い
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
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大橋市長

　
騎
西
城
は
、騎
西
地
域
の
中
央
、根

古
屋・牛
重
に
あ
っ
た
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
初
め
の
城
で
す
。

　
戦
国
時
代
後
半
、※
関か

ん

東と
う

管か
ん

領れ
い

の
要

請
を
受
け
た
長
尾
景
虎（
上
杉
謙
信
）

と
、小
田
原
北
条
氏
の
争
い
は
激
化

し
、北
条
方
の
騎
西
城
は
、２
度
も
謙

信
に
よ
っ
て
落
城
の
憂う

き
目
に
遭あ

っ

て
い
ま
す
。

　
永え

い

禄ろ
く

６
年（
１
５
６
３
）、松
山
城

（
吉
見
町
）の
救
援
に
間
に
合
わ
な

か
っ
た
上
杉
輝
虎（
謙
信
）は
、そ
の
腹

い
せ
と
し
て
、北
条
方
の
城
で
あ
る
騎

西
城
を
落
と
し
て
い
ま
す
。天て

ん

正し
ょ
う

２

年（
１
５
７
４
）に
は
、上
杉
方
の
羽
生

城
や
関
宿
城
を
救
援
す
る
た
め
、北

条
方
の
関
東
の
諸
城
を
攻
め
、騎
西

城
も
焼
き
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、騎
西

城
が
当
時
、戦
場
と
な
っ
た
こ
と
を

物
語
る
障し

ょ
う

子じ

掘ぼ
り

や
武
器
武
具
が
多

数
出
土
し
て
い
ま
す
。当
時
最
新
鋭

の
火
縄
銃
の
部
品
や
１
０
０
点
の
弾

丸
。城
内
の
堀
か
ら
は
、天
正
２
年
の

謙
信
に
よ
る
焼
討
ち
に
伴
う
も
の
で

し
ょ
う
か
、炭
化
し
た
大
量
の
米
や
馬

を
操あ

や

る
た
め
の
轡く

つ
わ

、大
型
の
鎌（
薙な

い

鎌が
ま

）

が
出
土
し
、他
の
堀
か
ら
は
金
箔
を

貼
っ
た
馬
の
鎧
、兜
の
前
に
立
て
た
金

色
に
輝
く
前
立
な
ど
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
嵐
山
町
の「
県
立
嵐
山
史
跡
の
博

物
館
」で
企
画
展「
越え

つ

山ざ
ん

―
上
杉
謙
信

侵
攻
と
関
東
の
城
―
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。12
月
１
日
か
ら
２
月
17
日
ま

で
の
期
間
で
、騎
西
城
の
出
土
品
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

問合せ　
生涯学習課

（☎0480・62・1223）

※関東管領…関東支配の実際の
政務を執

と

った職で、鎌倉公方
に次ぐナンバー２。

発掘された騎西城障子堀

◆
そ
の
四
◆

上
杉
謙
信
侵
攻
と
騎
西
城

―
戦
い
の
拠
点
と
な
っ
た
騎
西
城
―

か
ぞ

  

ふ
る
さ
と

　
　
風
土
記

か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
平
成
17
年
に
旧
加
須
市
の
市
長

に
就
任
し
た
と
き
か
ら
、こ
の
課
題
に
取

り
組
み
、一
時
は
市
民
の
皆
様
に
期
待
を

抱
か
せ
な
が
ら
頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
度
、よ
う
や
く
恩
賜
財
団
済
生
会

と
の
間
で
加
須
市
に
新
病
院
を
立
地
す

る
旨
の
協
定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
内
容
は
、冒
頭
の
記
事
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。予
定
と
し
て
は
、

３
年
後
の
２
０
２
１
年
10
月
の
開
院
を

目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
ま

で
は
、ま
だ
ま
だ
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、市
民
の
皆
様
の
御
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、私
と
し
て
も
済
生
会
新

病
院
の
立
地
を
実
現
さ
せ
、50
年
来
の
課

題
を
解
決
し
、皆
様
の
医
療
面
に
お
け
る

安
心
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

　
市
民
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　
酷
暑
の
夏
も
と
う
に
過
ぎ
、晩

秋
の
季
節
を
迎
え
、市
内
の
風
景

も
す
っ
か
り
模
様
替
え
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、ど
こ
の
市
町
村
に
も
永
年
か

け
て
で
も
実
現
さ
せ
た
い
事
業
が
１
つ

や
２
つ
は
必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。例
え
ば

「
新
幹
線
の
駅
」、「
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」、あ
る
い
は「
土
地
区
画
整
理

事
業
」な
ど
で
す
。

　
加
須
市
の
場
合
は
、「
中
核
病
院
の
立

地
」で
あ
り
ま
す
。旧
加
須
市
の
時
代
か

ら
50
年
来
の
懸
案
で
あ
り
、そ
の
必
要
性

は
誰
し
も
認
識
し
て
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、残
念
な
が
ら
機
が
熟
し
て
い
な

問合せ　秘書課（☎内線316）

市ホームページのトップページ「市
長の部屋」の中で、市長の行動日誌や
交際費などの詳しい情報がご覧にな
れます。

●市長への手紙
市役所や各公民館、コミュニティセン
ター、図書館など市内公共施設32カ
所に置いてある専用ハガキをご利用
いただき、同場所の投函箱に入れてく
ださい。また、切手を貼らずに郵便ポ
ストに投函することもできます。
●市長へのメール
市ホームページのトップページ「市長
の部屋」の中に入力フォームがありま
すので、そこを開いて入力してくださ
い。（URL https：//www.city.kazo.lg.jp/）

11月のオープン市長室

市長への手紙・メール

市長行動日誌・交際費

11月のオープン市長室は、お休みさ
せていただきます。
市長が直接皆さんのもとを訪れる出
前市長室は、随時行っています。

市 長 室 だ よ り
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暮らしの情報 I N F O R M A T I O N

「
人
権
週
間
」の
取
り
組
み
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
23
年
の
国
連
総
会
で
12

月
10
日
に
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、毎
年
12
月

10
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
県
や
加
須
市
で
も
、「
す
べ
て

の
県
民（
市
民
）が
お
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、女
性・子
ど
も・高

齢
者・障
が
い
者・同
和
問
題
な
ど
の

各
種
人
権
課
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、お
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
意
識

を
高
め
る
た
め
に
、次
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

○
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
人
権
啓
発
展

と
き
　
12
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪

　
　
　
※
８
日
㈯
を
除
く

　
　
　
各
８
時
30
分
～
17
時

ＱＡ

と
こ
ろ
　
本
庁
舎
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

内
容
　・
人
権
パ
ネ
ル
の
展
示

 

・
平
成
30
年
度
市
内
小
中
学
生
が
作

成
し
た
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
、

標
語
の
展
示

 

・
人
権
文
集
、人
権
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、啓
発
品
の
配
布

問
合
せ
　
人
権・
男
女
共
同
参
画
課

（
☎
内
線
３
４
１
）、生
涯
学
習
課（
☎

０
４
８
０・62・１
２
２
３
）

○
埼
玉
県
人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト

　「
ヒ
ュ
ー
マ
ン 

ス
ク
ウ
ェ
ア
」

と
き
　
12
月
１
日
㈯
10
時
～
20
時

と
こ
ろ
　
エ
ル
ミ
こ
う
の
す

　
　
　
　（
鴻
巣
市
本
町
１-

１-

２
）

内
容
　・
友と

も

近ち
か

８や
っ

９く

０ん

さ
ん
に
よ
る

人
権
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
 

・
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

 

・
子
ど
も
向
け
工
作
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
入
場
無
料
、事
前
申
込
不
要

問
合
せ
　
埼
玉
県
人
権
推
進
課

（
☎
０
４
８・８
３
０・２
２
５
８
）

加須警察署だより

加須市消費生活センター（☎0480・62・1111内線177）

～ 自転車の盗難が増加しています！～
　加須市内では、自転車の盗難が増加してい
ます。１月から８月末までの被害件数は、95
件（前年比＋18件）となっています。
　自転車を盗まれないための基本は、確実に
鍵をかけることです。
　施錠設備のある自転車でも２つ目の鍵は、
ワイヤー錠などの別種類の鍵を使用すると盗
難防止に効果があります。
　自宅敷地内からの盗難も多発していますの
で、油断することなく、自転車を駐輪する際は
確実な施錠を心がけましょう。
問合せ　加須警察署生活安全課
　　　　（☎0480・62・0110）
市内の交通事故および犯罪発生件数（１～９月）
○交通事故発生件数　1,939件（前年比－60）
○犯罪発生件数 　　 　  582件（前年比＋101）

平
成
29
年
度
人
権
に
関
す
る
標
語
　
優
秀
賞

北
川
辺
西
小
学
校
６
年（
当
時
）　
石い

し

原は
ら

　
桜さ

く
ら

さ
ん

目
指
そ
う
よ

　 

い
じ
め
　
差
別
が

　
　
　
　
　
　
な
い
世
界
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問合せ 加須市役所（本庁舎） ☎0480・62・1111
 騎西総合支所 ☎0480・73・1111
 北川辺総合支所 ☎0280・61・1200
 大利根総合支所 ☎0480・72・1111

相談名 と　き ところ 内　容 問合せ

市民相談 毎週月～金曜日
９時～12時・13時～16時 本庁舎１階 生活上の問題・相談な

ど
市民相談コーナー
☎内線115

消費生活
相談

毎週月～金曜日　
９時～12時・13時～16時 本庁舎１階 商品や契約に関する苦

情や問題など
加須市消費生活センター
☎内線177

合同相談
（専門家によ
る個別相談）

12月７日㈮
10時～15時 市民プラザかぞ３階会議室

行政、不動産、税務、人
権、こころの相談、相
続・登記（司法書士）、相
談・許認可書類作成（行
政書士）

市民相談室☎内線117
人権・男女共同参画課
☎内線341
健康づくり推進課
☎0480・62・1311

11月９日㈮
９時30分～11時30分 騎西総合支所 行政、心配ごと、人権 騎西総合支所地域振興課

☎内線123

11月８日㈭
９時30分～11時30分

みのり研修室 行政、心配ごと、人権、
行政書士 北川辺総合支所地域振興課

大利根総合支所 行政、心配ごと、人権、
司法書士 大利根総合支所地域振興課

弁護士相談
  ［要予約］

11月15日㈭・30日㈮
９時30分～12時・13時～15時30分 本庁舎１階

弁護士による法律的な
解釈が必要な問題など

市民相談室
☎内線117

11月13日㈫
13時30分～16時30分 騎西総合支所 騎西総合支所地域振興課

☎内線123

11月７日㈬、12月５日㈬
９時30分～12時 北川辺総合支所 北川辺総合支所地域振興課

11月20日㈫
13時30分～16時30分 大利根総合支所 大利根総合支所地域振興課

教育相談 火曜日を除く毎日
９時～12時・13時～16時

市民プラザかぞ５階
教育センター
※電話相談可

不登校、友人関係、いじ
めなど学校や教育の不
安、悩みなど

教育センター
☎0480・62・2955
※みのり内、大利根総合支
所内でも相談可（要予約）

就労相談・
職業紹介

毎週月～金曜日
10時～17時 本庁舎２階

就職活動全般に関する
相談

加須市ふるさとハローワーク
☎0480・62・8282

就職活動支援出前相談
（キャリアカウンセリング）
毎週月・木曜日　10時～16時

市民プラザかぞ４階
401会議室（予約制）

埼玉県セカンドキャリア
センター
☎048・780・2034

女性相談

女性ホットライン
毎週月曜日
９時～12時・13時～16時

電話相談のみ
人間関係、夫婦関係、生
き方など女性が抱える
さまざまな問題など

☎0480・62・7874

女性のための相談室
毎週木曜日　13時～16時

市民プラザかぞ５階相談室
（予約優先）

人権・男女共同参画課
☎内線342

子育て相談 毎週月～金曜日
８時30分～17時

加須保健センター内
すくすく子育て相談室

子育てに関する悩みや
家族関係の悩み、いじ
めに関する悩みなど

すくすく子育て相談室
☎0480・62・1510

結婚相談 毎週月・水・金曜日
９時～12時 市民プラザかぞ５階　 結婚に関する相談など

結婚相談所
「であいサポートｉ

あい
」

☎・FAX 0480・62・5502
（平日９時～19時
090・2320・9358）

困ったときの

相 談 窓 口（無料）
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祝　アジア大会銅メダル
　９月19日、「第18回アジア競技大会セパタク
ロー（男子チームダブル）」で銅メダルを獲得した
増
ます

田
だ

稜
りょう

さん（小野袋）が市長を表敬訪問しました。

動画がみれる！ 画像に貼付のQRコードを読み取ると、動画をお楽しみいただけます。

動
画
が
み
れ
る
！

Trick or Treat ！（お菓子をくれないといたずらするぞ！）
　10月７日、騎西商店街通りで「奇彩ハロウィン2018」が開催され、工夫を凝らした
仮装の参加者に、会場は大いに盛り上がりました。

共助で守ろう
　9月16日、内田ケ谷西部区安心安全の会が、
９月30日、南町１区・２区が、10月７日、北平
野区自主防災会が、10月13日、外川区防災共
助会がそれぞれ自主防災訓練を行いました。

◀内田ケ谷西部区
　安心安全の会

◀北平野区
　自主防災会

南町１区・２区▶
　

外川区▶
防災共助会　

市民カメラマン　坂本　一男さん撮影 市民カメラマン　坂本　一男さん撮影

放射線対策費用の請求
　９月18日、市が実施した放射線対策事業経
費として、平成29年度実施分費用5,878千円
を含む、平成28年度までの未払い分と合わせ
た36,666千円を東京電力ホールディングス
株式会社に請求しました。
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百寿のお祝い
　９月20日、五

い
十
が

嵐
らし

みつさん（根古屋）の100
歳のお祝いに、市長から祝状と花束が贈られま
した。また、加須花卉温室組合から鉢植えが贈
られました。

市民カメラマン　坂本　一男さん撮影

交通事故ゼロを目指して
　９月22日、ビバモール加須駐車場で「秋の全
国交通安全運動出発式」が行われ、タレントの
高
たか

橋
はし

麻
あさ

美
み

さんが一日警察署長を務めました。

百寿のお祝い
　９月25日、小

こ
鷲
わし

たまさん（礼羽）の100歳の
お祝いに、副市長から祝状と花束が贈られまし
た。また、加須花卉温室組合から鉢植えが贈ら
れました。

伝統の火渡り
　９月28日、不動ヶ岡不動尊總願寺で、柴

さい
燈
とう

護
ご

摩
ま

火渡り式が行われました。参詣者は、心願成
就を願い渡っていました。

市民カメラマン　坂本　了さん撮影

ジャンボこいのぼりの虫干し
　毎年恒例のジャンボこいのぼりの虫干しが10月17
日、加須はなさき公園で行われ、芝生広場いっぱいに横た
わるジャンボこいのぼり３世と４世の雄姿に、見学に来
た幼稚園児や保育園児から大きな歓声が上がりました。
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み ん な の 広 場

26

　
私
た
ち「
騎
西

ミ
ニ
テ
ニ
ス
連

盟
」は
、火・土
曜

日
に
そ
れ
ぞ
れ

活
動
し
て
い
る

２
つ
の
サ
ー
ク

ル
で
結
成
さ
れ

た
団
体
で
す
。現

在
の
会
員
は
約
40
人
で
、市
内
や
県

内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
大
会
へ
の
精

力
的
な
参
加
に
向
け
て
、楽
し
く
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、平
成
９
年
ご
ろ
、

高
齢
者
へ
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
を
目
的
に
広
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。短
い
ラ
ケ
ッ
ト
と
ビ
ニ
ー
ル
製
の

大
き
な
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、室
内
で

気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、今
で
は

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
方
た
ち
が
競
技
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
ペ
ア
を
組
む

の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
一
人
で
も
大

丈
夫
で
す
。サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
一
緒

に
、生
涯
を
通
し
て
長
く
続
け
ら
れ
る

ス
ポ
ー
ツ「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
」で
、日
ご
ろ

の
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
時
　
毎
週
火・土
曜
日

　
　
　
　
　
各
19
時
30
分
～
21
時
30
分

活
動
場
所
　
ふ
じ
ア
リ
ー
ナ

　
私
は
現
在
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
い
ま
す
。映
画
好
き
の

父
親
の
影
響
で
中
学
２
年
の

時
に
俳
優
を
志
し
、プ
ロ
と

し
て
初
舞
台
を
踏
ん
だ
の
が

18
歳
で
し
た
。「
芝
居
し
て
い

る
瞬
間
こ
そ
が
本
当
の
自
分

で
い
ら
れ
る
瞬
間
」と
感
じ
、

所
属
す
る
劇
団
で
は
23
歳
の
時
に
脚

本
家
デ
ビ
ュ
ー
、そ
の
後
映
画
俳
優
養

成
所
で
２
度
最
優
秀
俳
優
賞
を
受
賞

し
全
国
公
開
さ
れ
た
映
画
の
役
も
勝

ち
取
る
な
ど
好
き
な
芝
居
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
30
歳
を
過
ぎ「
一
度
き
り
の
人
生
自

分
は
何
が
し
た
い
？
」そ
う
問
い
続

け
、出
て
き
た
の
が
20
歳
の
時
に
訪

れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
し
た
。「
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
最
高
峰
で
勝
負

し
て
み
た
い
」今
の
夢
は
自
分
の
舞
台

作
品
の
上
演
を
す
る
こ
と
で
す
。20
歳

の
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
観
た
舞
台
は
、

英
語
が
全
く
分
か
ら
な
く
て
も
、感
動

か
ら
号
泣
し
て
動
け
な
く
な
り
ま
し

た
。

　「
舞
台
は
観
客
に
と
っ
て
も
一
生
忘

れ
ら
れ
な
い
体
験
に
な
る
」そ
ん
な
舞

台
を
目
指
し
、来
年
は
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
で
自
分
の
作
品
を
上
演
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
まつ

坂
ざか

　龍
りゅう

馬
ま

さん（水深）

夢はブロードウェイで
自分の作品を上演

「騎西ミニテニス連盟」

問合せ　栗
くり

原
ばら

　信
のぶ

之
ゆき

さん
　　　　　   （ 080･3151･7160）

生涯スポーツを楽しもう！
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北海道小樽市

髙
た か

木
ぎ

　絵
え

理
り

さん（花崎北）

ノスタルジック漂う港町

　
私
の
ふ
る
さ
と
小
樽
市
は
、北
海
道

西
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
、後こ

う

志し

地
方
の
東

側
に
位
置
し
、気
候
は
寒
暖
の
差
が
小

さ
い
海
洋
性
で
、春
は
桜
と
新
緑
、夏

は
ゴ
ル
フ
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
、秋
は

紅
葉
、冬
は
ス
キ
ー
と
、四
季
を
通
じ

て
豊
か
な
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　
な
か
で
も「
小
樽
運
河（
１
９
２
３

年
設
立
）」は
、古
い
石
造
り
倉
庫
が
当

時
の
姿
の
ま
ま
建
ち
並
び
、ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、年
間

を
通
し
て
国
内
、海
外
か
ら
の
観
光

客
が
絶
え
な
い
北
海
道
の
超
人
気
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　
ま
た
、小
樽
近
海
で
獲
れ
た
ボ
タ
ン

海
老
、甘
海
老
、ま
ぐ
ろ
、う
に
、あ
わ

び
、し
ゃ
こ
、帆
立
は
絶
品
で
す
。海
産

物
天
国
で
あ
り
な
が
ら
、１
０
０
％
地

粉
を
使
っ
た
蕎
麦
も
美
味
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、小
樽
運
河
を
眺
め
な
が
ら
、

小
樽
グ
ル
メ
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

後
悔
し
な
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
間
違
い

な
し
で
す
。

ご
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
マ
は
、た
ま
に
方
言
で
し
ゃ
べ
る

の
で
、わ
た
し
に
も
う
つ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
か
ぞ
く
で
、夏
休
み
に
海
に
行
く
こ

と
が
楽
し
み
で
す
。わ
た
し
は
、ま
だ

お
よ
げ
ま
せ
ん
。パ
パ
は
、お
よ
ぎ
が

じ
ょ
う
ず
で
す
。

　
わ
た
し
は
、か
ぞ
く
が
大
す
き
で

す
。こ
れ
か

ら
も
み
ん
な

で
い
ろ
い
ろ

な
ば
し
ょ
に

り
ょ
こ
う
し

た
い
で
す
。

　
わ
た
し
の
か
ぞ
く
は
、パ
パ
と
マ

マ
、弟
の
る
き
あ（
６
さ
い
）と
、ハ
ム

ス
タ
ー
の
モ
コ
ピ
ュ
―
と
、か
め
が
２

ひ
き
と
小
さ
な
さ
か
な
が
い
っ
ぱ
い

い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、な
わ
と
び
と
て
つ
ぼ
う

を
す
る
の
が
す
き
で
す
。な
わ
と
び

は
、１
年
生
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
二
じ
ゅ
う
と
び
が
と
く
い
で
す
。そ

れ
と
、絵
を
か
く
こ
と
が
す
き
で
す
。

　
弟
は
、よ
う
ち
園
の
年
ち
ょ
う
さ
ん

で
す
。ま
い
日
、三
て
ん
と
う
り
つ
を

し
た
り
、さ
か
だ
ち
を
す
る
の
が
す
き

で
す
。そ
れ
と
、ゲ
ー
ム
を
す
る
の
が

と
く
い
で
す
。

　
パ
パ
は
、朝
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
し

小樽市

小樽の海鮮

小樽運河クルーズ

わたしのかぞくを
しょうかいします

小
お

川
がわ

　竜
りゅう

一
いち

さんご家族（志多見）
紹介者　こころさん（小学校２年）



28アイコンの説明 おしらせ・募集など こころの相談 運動・体操など 予防接種健康相談

インフルエンザ予防～咳エチ
ケットとしっかり手洗い～

申込・問合せ
健康づくり推進課

（加須保健センター）
 ☎0480・62・1311　

FAX 0480・62・1158
○保健だよりに掲載している
事業は、加須市民を対象にし
ています。
○相談は無料です。
○事前に予約が必要です。
○☆の付いている事業は「か
ぞ健康マイレージ」対象です。

とき 対応
11/15㈭

14：00～15：30 精神科医師

11/21㈬
9：30～11：30 臨床心理士12/5㈬
9：30～11：30

ところ　加須保健センター
定員　各回２人

こころの健康相談

高齢者への予防接種
費用を助成します

「インフルエンザ」
接種期限　H31/1/31㈭
費用　1,000円（1人1回限り）
対象　接種日に65歳以上の方

「肺炎球菌」
接種期限　H31/3/31㈰
費用　5,000円
※自費も含めて過去に一度も
接種歴のない方（1人1回限り）
対象　年度末に65歳以上となる方

【共通事項】
ところ　市内・外の委託医療機関
上記以外で対象となる方
接種日に60歳以上65歳未満の
方で、心臓、じん臓、呼吸器または
免疫の機能に重度の障がいのあ
る方（身体障がい者手帳1級相当）
※生活保護の方または中国残
留邦人などの支援を受けてい
る方は無料です。

☆おとなの健康相談

とき ところ
11/8㈭

13：30～15：00
加須保健
センター

11/20㈫
13：30～14：30

北川辺保健
センター

11/27㈫
13：30～14：30

大利根保健
センター

11/29㈭
13：30～14：30

騎西保健
センター

※1人30分ずつ
※血圧測定・尿検査（希望者）
内容　健康・栄養相談、健診結
果の見方など

☆医療診断センター
健康相談

とき　11/16㈮、12/7㈮
　　　13：30～15：00
ところ　医療診断センター
内容　健康相談・血圧測定・乳
房自己触診（申込不要）

☆医師出前講座
　「高血圧」

高血圧を予防・改善するポイ
ントを医師が分かりやすくお
話します。
とき　12/6㈭13：30～15：00
ところ　北川辺保健センター
定員　30人（先着順）
申込開始　11/16㈮

11月８日は
「いい歯の日」

成人歯科検診を受けて、いい歯
を守りましょう！
検診期限　H31/3/31㈰
ところ　市内の委託歯科医療機関
対象　次のいずれかに該当する方
①20歳（Ｈ11/4/1以前の生
まれ）以上の方
②妊娠中（20歳未満を含む）の方
費用　1,000円（1人1回限り）
※医療機関でお支払いください。

１

２

３

４

特定健診を受けましょう!

特
定
健
診
っ
て
言
っ
て
も

時
間
が
な
い
わ
よ
ね
～
。

そ
う
よ
ね
～
。

え
⁉

な
…

 

な
に
ご
と
⁉

特
定
健
診
は

〝
個
別
〟で
も

受
け
ら
れ
ま
す
!!

自
分
の
都
合
の
い
い
日
に

行
け
る
の
!!

そ
う
な
ん
だ
ー
。

今
度
行
っ
て
み
よ
う

か
し
ら
。

そ
う
ね
!!

あ
れ
…
？

さ
っ
き
の
は
何
…
？

そんな

朗報でーす !
あなたに
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休日・夜間の救急診療カレンダー
◎中田病院（元町）☎0480・61・3122　◎十善病院（愛宕）☎0480・61・2595

事前に電話でご確認の上、受診してください。
問合せ　医療体制推進課（☎内線621）

（緊急手術が必要な場合や小児など、患者さんの容態や病院の診療状況によっ
ては、他の医療機関の受診をお願いする場合があります。）

   休日当番医 内：内科系の医師　外：外科系の医師　心：循環器科の担当医対応
と　き 加須市内（診療時間：9時～18時） 羽生市内（診療時間：9時～17時）

月 日 曜日 医療機関名 診療科目 医療機関名（診療科目） 電話番号

11

４ 日 十善病院 内・外 太田整形外科クリニック（整） ☎048・562・6700
11 日 中田病院 内・外・心 漆原医院（内） ☎048・562・1551
18 日 十善病院 内・外 ひらの内科胃腸科（内・胃） ☎048・560・1385
23 祝・金 中田病院 内・外・心 なかむら皮膚科クリニック（皮）☎048・562・5454
25 日 十善病院 内・外 中原整形外科医院（整） ☎048・561・0758

12 ２ 日 中田病院 内・外・心 平野クリニック（内） ☎048・563・2841

●「埼玉県の救急電話相談☎♯7119」（毎日24時間）
音声案内で、①小児の相談②大人の相談③医療機
関案内を選択できます。
※ダイヤル回線・IP電話・PHS・北川辺地域でご利
用の場合は、☎048・824・4199におかけください。
※小児救急電話相談＃8000または☎048・833・
7911（北川辺地域でご利用の場合）、大人の救急電
話相談＃7000からもご利用いただけます。
●医療機関案内聴覚障害者専用ファックス
FAX 048・831・0099
依頼書は埼玉県ホームページに掲載しています。

   休日小児科診療（診療時間９時～12時）

と　き 医療機関名 電話番号
11月3日（祝・土） ともながこどもクリニック ☎0480・66・4150
11月4日㈰ 福島小児科医院 ☎0480・65・2215
11月11日㈰ ともながこどもクリニック ☎0480・66・4150
11月18日㈰ 加藤こどもクリニック ☎0480・61・0304
11月23日（祝・金）つのだ小児科医院 ☎0480・61・2220
11月25日㈰ 中田病院 ☎ 0480・61・3122
12月２日㈰ 福島小児科医院 ☎0480・65・2215
※市内の小児科専門医とそのスタッフの皆さんの
ご協力により、4月～10月の祝日、11月～翌年3月
の日曜日、祝日、年末年始（1月1日を除く）の午前中
に、休日小児科診療を実施しています。

   夜間救急（18時～翌朝９時）　
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
11/4 5 6 7 8 9 10

内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心
内 内 内・心 内 外 外 内
11 12 13 14 15 16 17

内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心
内 内 内・心 内 外 外 外
18 19 20 21 22 23 24

内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心
外 内 内・心 内 外 外 内
25 26 27 28 29 30 12/1

内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心
内 内 内・心 内 外 外 内
2 3 4 5 6 7 8

内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心 内・外・心
内 内 内・心 内 外 外 内

中田
十善

中田
十善

中田
十善

中田
十善

中田
十善

中田
十善

中田
十善

中田
十善

中田
十善

中田
十善



加須未来館
☎0480・69・2160
FAX  0480・69・2161

田ケ谷総合センター
☎0480・73・2501

対象　18歳以上
定員　20人
費用　600円
申込期限　11/26㈪
■第5回星の写真を撮ろう

「星雲・星団を撮ろう」
とき　12/1㈯19：00～21：00
対象　一般（高校生以下は保護
者同伴）
定員　10人
費用　無料
申込期限　11/24㈯
※申込時カメラの種類を記載
■第4回天文講座

「青空に金星を探そう」
とき　12/2㈰9：30～11：30
対象　一般（高校生以下は保護
者同伴）
定員　10組20人
費用　無料
申込期限　11/25㈰
■第5回特別天体イベント

「ふたご座流星群を見よう」
とき　12/14㈮19：00～21：00
対象　一般（高校生以下は保護
者同伴）
費用　無料
申込期限　12/7㈮

■秋の収穫感謝祭
とき　11/17㈯･18㈰
　　　10：00～16：00

【共通事項】
申し込み　ハガキまたはFAX
で次の事項を記入の上、お送り
ください。①講座名②郵便番号
③住所④氏名（フリガナ）⑤電
話番号・FAX番号
※天体イベントは年齢も記入
送付先　〒347-0002 加須市
外野350-1　加須未来館
■ふれあい工芸講座

［クリスマスリース］
とき　12/1㈯9：30～12：00
対象　18歳以上
定員　20人
費用　1,000円
申込期限　11/19㈪

［正月飾り］
とき　12/15㈯9：30～12：00
対象　18歳以上
定員　20人
費用　1,000円
申込期限　12/3㈪
■ふれあい料理講座

「地粉の手打ちそば」
とき　12/8㈯9：30～12：00

【共通事項】
申込開始　11/8㈭
■料理教室「オーブンを使って
我が家のクリスマス料理」
とき　12/4㈫9：30～12：30
ところ　調理実習室
講師　田

た
村
むら

　明
あき

江
え

氏
定員　20人（先着順）
費用　1,000円（材料費）
持ち物　エプロン、三角巾、筆
記用具

グリーンファーム加須
☎0480・68・3801

■第11回市民農園収穫祭
「新鮮・安全な採れたて野菜を
販売します」
とき　11/25㈰9：30～13：00
ところ　駐車場
■そば打ち講座
とき　12/2･9･16、H31/1/13･
　　　20･27（各日曜日）
　　　1回目9：00～10：30
　　　2回目10：30～12：00
ところ　研修室
対象　市内在住・在勤の方
定員　各回5人（先着順）
費用　1人1回1,000円
申込期限　11/22㈭
■手作りコンニャク講座
とき　12/6･13、H31/1/10
　　　（各木曜日）
　　　13：30～16：00
ところ　加工実習室
対象　市内在住・在勤の方
定員　各回10人（先着順）
費用　1人1回500円
申込期限　11/22㈭

■キャンドル教室
とき　12/7･21（各金曜日、全
　　　２回）9：30～11：30
ところ　工作室
講師　中

なか
村
むら

　織
おり

雄
お

氏
定員　10人（先着順）
費用　1,500円（材料費）
持ち物　エプロン
■正月飾り教室
とき　12/20㈭13：30～16：00
ところ　ホール
講師　松

まつ
本
もと

　勝
かつ

男
お

氏
定員　10人（先着順）
費用　500円（材料費）
持ち物　エプロン、木ばさみ
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■ケーナ奏者Ren
「スタジオジブリの世界リリー
スツアー」
とき　H31/1/26㈯開演14：00
ところ　大ホール
入場料　全席指定3,500円、友
の会3,000円（1会員2枚まで）、
当日4,000円
※好評発売中
※未就学児の入場はご遠慮く
ださい。

■三
さん

遊
ゆう

亭
てい

小
こ

遊
ゆう

三
ざ
・春

しゅん
風
ぷう

亭
てい

小
こ

朝
あさ

「落語二人会」
とき　H31/2/13㈬開演14：00
ところ　大ホール
入場料　全席指定3,500円、友
の会3,300円（1会員2枚まで）、
当日4,000円
※好評発売中
※未就学児の入場はご遠慮く
ださい。

いなほの湯
☎0480・63・1126

道の駅童謡のふる里
おおとね

☎0480・72・2111

■スパゾーンのファミリー・お
子様専用タイムが始まります！
とき　毎週土・日曜日
11：00～14：00、16：00～19：00
■半額デー
毎月第2日曜日、26日（風呂の日）
■食事入館2時間まで無料
冬の宴会プランあります
■夕市
とき　11/11㈰14：00～
■いなほの湯DE書道
とき　11/11・25（各日曜日）
　　　11：00～11：45
費用　500円（入館料含む）
■フラダンス教室
とき　11/14･21･28（各水曜日）
　　　10：00～11：00
費用　700円（入館料含む）
■グラウンドゴルフ大会
とき　11/16㈮受付9：00～
※雨天の場合は、翌週に延期
費用　1,300円（入館料含む、
食事付）
申込期限　11/12㈪
■着付け教室KILAKU
とき　11/23（祝・金）10：30～12：00
費用　1,000円（入館料含む）
※着物一式レンタル時プラス
500円
持ち物　着付けに必要なもの
一式
■ベビーサイン１Day講座
とき　11/17㈯11：00～12：00
対象　生後２カ月から１歳半
までの赤ちゃんがいる親子（パ

パストラルかぞ
☎0480・62・3001（チケットセンター）

オープン14周年記念
お客様感謝祭を開催します
秋の新鮮野菜をはじめ、新米

「北川辺コシヒカリ」、当店自慢
の「手打ちそば」など、イベント
価格にてご提供します。また、
抽選会や模擬店などのイベン
トも盛りだくさんです。
とき　11/17㈯・18日㈰
　　　9：00～17：00

道の駅きたかわべ
☎0280・62・5555

パや大人だけの参加もＯＫ！）
費用　1,000円（入館料含む、
お土産付）
■筆ペンで描く書画教室
とき　11/19㈪13：00～14：30
費用　1,300円（入館料含む）

シルバー人材センター
☎0480・62・6490

入会説明会
［加須・騎西地域］
とき　11/8㈭10：00～11：30
ところ　本部（加須）・騎西各事務所

［北川辺・大利根地域］
とき　11/9㈮10：00～11：30
ところ　北川辺・大利根各事務所
対象　社会参加を望む、健康で
働く意欲のある60歳以上の市
内在住の方
※参加希望者は、事前にご連絡
ください。

黒米試食会を開催します
抗酸化ポリフェノールの一種
アントシアニンを豊富に含み、
栄養価の高い古代のお米「黒
米」。その新米を使った試食会
を開催します。黒米を使った特
産加工品も多数あります。
とき　11/25㈰
　　　9：30～11：30
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土・日・祝日および夜間

近くの街へ
でかけてみませんか？

平日（8：30～17：15）
水道課（☎0480・65・5222）

～広げよう
交流の輪～ 

姉妹都市
情報

水道水の漏水に注意!!水道メーター（パイロット）の確認をしましょう 32

栃木市（栃木県）
煉瓦窯冬フェスタ
イルミネーション、石窯料理
ワークショップ、煉瓦窯見学ツ
アー、模擬店、クラシックカー
イベントなどを開催しますの
で、ぜひご来場ください。
とき　12/8㈯10:00
イルミネーション点灯式17：30
ところ　野木町煉瓦窯
　　　　（野木町野木3324-1）
問合せ　野木ホフマン館
　　　　（☎0280・33・6667）

第13回古河菊まつり
古河市菊花会の会員が丹精込め
て育てた約1,800鉢の菊花を展
示します。
期間　11/23（祝・金）まで、9：00
～16：00（11/23は12：00まで）
ところ　ネーブルパークふれあ
い広場（古河市駒羽根620）
費用　100円（高校生以下は無料）
※11/19㈪～23（祝・金）は入場無料
問合せ　古河市観光協会（市役所
観光物産課内）（☎0280・23・1266）

古河市（茨城県）板倉町（群馬県）

野木町（栃木県）

小山市（栃木県）

第11回「おもいがわ映画祭」
豪華ゲストも登場します。
とき　11/17㈯・18㈰
※ショートムービー上映会11/10㈯
ところ　シネマロブレ、シネマ
ハーヴェスト
費用　1,500円（2人または２
回鑑賞券）
問合せ　ＮＰＯ法人おもいが
わ映画祭実行委員会（☎0285・
21・2020）

板倉町民教養講座開催
とき　第１回12/1㈯、第２回12/8㈯
　　　開場18:00  開講18：30
ところ　中央公民館大ホール
内容　第１回　「明日から実践できる健
康意識改革－健康寿命を延伸しよう－」
第２回　「タニタの社員食堂の礎を築いた
管理栄養士が伝える太らない７つの法則」
費用　500円（２回通し券）
問合せ　生涯学習係（中央公民館）
　　　　（☎0276・82・2435）

「浮世絵で見る歌舞伎の世界」
当時のスター役者、人気演目な
どを描いた役者絵を中心に、歌
舞伎の世界へご案内します。
期間　12/24（休・月）まで（月曜休館）
　　　9:00～17：00
ところ　とちぎ蔵の街美術館
　　　　（栃木市万町）
費用　高校生以上300円
　　　中学生以下無料
問合せ　同館
　　　　（☎0282・20・8228）

大利根
第二浄水場
☎0480・72・2121

騎西
第二浄水場
☎0480・73・5240

北川辺
中央浄水場
☎0280・62・2292

加須
久下浄水場
☎0480・65・5222

さくら市（栃木県）
第73回春の院展　栃木展
さくら市出身の日本画家荒

あら
井
い

寛
かん

方
ぽう

が日本美
術院所属であった縁から開催され、今年で
４度目となります。日本画90点という豪華
な展示をお楽しみください。
期間　11/18㈰まで
　　　9：00～17：00（入館は16：30まで）
※観覧料や休館日はお問い合わせください。
ところ　さくら市ミュージアム―荒井寛方記念館―
問合せ　同館（☎028・682・7123）



「募集」「イベント」「お知らせ」
など、暮らしに役立つ情報を
お届けします。

加須市役所（本庁舎）
　〒347-8501
　加須市三俣2-1-1
　☎0480・62・1111（代表）
騎西総合支所
　〒347-0192
　加須市騎西36-1
　☎0480・73・1111（代表）
北川辺総合支所
　〒349-1292
　加須市麦倉1481-1
　☎0280・62・2111（代表）
大利根総合支所
　〒349-1193
　加須市北下新井1679-1
　☎0480・72・1111（代表）

アイコンの説明 おしらせ・募集など スポーツ子育て 納期限のおしらせ

納期限内納付に
ご協力を

土曜年金相談

厚生年金、国民年金に関する受
給などの相談
とき　11/10㈯、12/8㈯
          9：30～16：00
ところ・問合せ　熊谷年金事務
所（☎048・522・5012）

11月の納期限は11月30日㈮
です。納期限内に納付してくだ
さい。
■国民健康保険税（５期）
■後期高齢者医療保険料（５期）
■介護保険料（５期）

日曜年金相談
国民年金に関する各種相談・免
除申請・学生納付特例申請受付
とき　11/25㈰
　      10：00～15：00
ところ・問合せ　国保年金課（☎
内線155・156）

埼玉県最低賃金の
改定

建築物の耐震診断・耐
震改修　補助制度

敬老健康増進サービ
ス券の提供元変更

利用券裏面に記載されている
『⑧山崎整骨院』でのサービス
の提供は無くなりました。
問合せ　高齢者福祉課
　　　　（☎内線157）

埼玉県最低賃金が10月1日か
ら時間額898円となりました。
埼玉県最低賃金は、年齢や雇用
形態に関係なく、県内の事業所
で働く全ての労働者に適用さ
れます。使用者も、労働者も、時
間額が最低賃金以上かどうか
必ず確認しましょう。
※一部産業には、特定（産業別）
最低賃金も適用されます。
問合せ　埼玉労働局賃金室
　　　　（☎048・600・6205）

埼玉県では、昭和56年5月31
日以前に建築確認を受けて建
築された建築物のうち、診療所
や店舗、福祉施設などの多数の
人が利用する建物で、一定規模
以上の建築物に対して、耐震診
断、耐震補強設計および耐震改
修の費用の一部補助をしてい
ます。詳しくは、お問い合わせ
ください。
問合せ　埼玉県建築安全課
　　　　（☎048・830・5527）

秋の火災予防運動

11月９日から15日まで、『秋の火
災予防運動』が実施されます。
これからの季節はストーブな
どの暖房器具を使用する機会
が増えてきます。器具の誤った
取り扱いや不注意などにより
火災が発生しやすくなります
ので、日ごろから火災予防の意
識を高めて大切な命・貴重な財
産を守りましょう！
問合せ　埼玉東部消防組合加
須消防署（☎0480・61・0119）

市議会からの
お知らせ

平成30年第４回定例会は、11
月27日㈫に開会の予定です。
なお、会期日程などについて
は、11月21日㈬開催予定の議
会運営委員会で協議されます。
定例会の詳細については、議会
運営委員会開催後の市ホーム
ページをご覧ください。
問合せ　議事課
　　　　（☎内線411）

認知症サポーター
養成講座開催

認知症になっても安心して暮
らせる地域をつくるため、認知
症の正しい知識と理解を身に
つけましょう。
とき　11/28㈬
　　　10：00～11：30
ところ　本庁舎５階
　　　　503会議室
費用・定員　無料・30人
申込期限　11/22㈭
問合せ　高齢者福祉課
　　　　（☎内線157）
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　加須市は、埼玉県都市競艇組合に加盟し、配分金をさまざまな事業に活用しています。次回のボート
レース戸田（都市競艇組合主催）開催日は、11月29日㈭～12月３日㈪、７日㈮～10日㈪です。

専任手話通訳者の
増員募集

親支援講座（全６回）

臨時職員の登録試験

認知症のチェックを
してみませんか

成年後見・遺言
なんでも相談会

認知症について、その可能性を
気軽にチェックしてみません
か。早めの相談や受診などによ
り、症状の緩和や家族の負担が
軽くなることが期待できます。
利用方法　市ホームページで

「認知症チェック」と検索、また
は下記QRコードを読み取って
ください。

問合せ　高齢者福祉課
　　　　（☎内線157）

子育てに関する
アンケート

親支援講座「ノーバディズ・
パーフェクト・プログラム」で
は、ファシリテーターという進
行役が、自分らしい子育ての仕
方をみつけるためのお手伝い
をします。子育てについて一緒
に考えてみませんか。
とき　H31/1/17㈭・25㈮・31㈭、
　　　2/7㈭・15㈮・28㈭
　　　（託児あり）
　　　10：00～12：00
ところ　アスタホール
費用　無料（※茶菓代200円）
対象・定員　未就学児のお子さ
んを育てている親・６～10人
申込期間 　11/16㈮～12/18㈫
申込・問合せ　大利根総合支所
市民福祉健康課（☎0480・72・
1317）

募集人数　嘱託職員1人
業務内容　手話通訳、手話通
訳派遣のコーディネート、登録
手話通訳者の研修など
給料　月額200,500円
勤務時間　8：30～17：00
受験資格　次のいずれかの資
格を有し、普通自動車運転免許
を有する方
①手話通訳士（厚生労働大臣認
定）の資格を有する方
②手話通訳者全国統一試験ま
たは旧都道府県登録試験に合
格している方
試験方法　面接試験
提出書類　履歴書、資格を有す
る証明の写し、運転免許証の写し
問合せ　障がい者福祉課　　
　　　　（☎内線610）

教養試験を実施後、合格者を名
簿登載し、平成31年1月から
12月の期間内で臨時職員が必
要となった場合に順次雇用し
ます。
試験日　12/5㈬
試験場所　本庁舎
対象　平成31年4月1日現在
18歳から64歳までの市内在住
者（東日本大震災の被災者で市
内に避難している方を含む）で
求職中の方
申込方法　職員課、各総合支
所地域振興課の窓口にある「加
須市臨時職員登録申込書」（市
ホームページからダウンロー
ド可）に自書記入・写真貼付（４
㎝×３㎝）の上、各窓口に提出
してください（郵送不可）。
申込期間　11/12㈪～20㈫
　　　　　（土・日曜日を除く）
※試験によらない一般の登録
は、随時受け付けています。
問合せ　職員課（☎内線336）

とき　11/21㈬13：30～15：30
ところ　市民プラザかぞ４階
　　　　404会議室Ａ
費用 無料
※事前に電話などで予約され
た方優先
問合せ　加須成年後見支援セ
ンター（石井さん☎080・6635・
2196、FAX 0480・61・3143、メール

kazossc@ab.auone-net.jp）

市では、子ども・子育て支援新
制度に基づき、需要と供給など
を「第２次加須市子ども・子育
て支援計画」に反映するため、
子育て中の皆さんの教育・保
育・子育て支援に関する「現在
の利用状況」や「今後の利用希
望」など、アンケート調査を行
います。
無作為抽出により０～12歳ま
でのお子さんを持つ保護者の
方3,000人を対象としますの
で、調査票が届いた方は、ご協
力をお願いいたします。
問合せ　子育て支援課
　　　　（☎内線167）

詳しくは
こちらから▶

第６回年金者組合加須
支部文化祭

とき　11/17㈯・18㈰　　
　　　9：00～17：00
ところ　パストラルかぞ
　　　　展示室
内容　絵手紙、絵画、書、写真、
文芸作品などの展示
問合せ　年金者組合加須支部

（久保島さん☎0480・73・8327）

34



たる定置場（登録上の住所）の
変更がされていないとき
■車両の所有者が死亡したとき
手続き先
○原動機付自転車（125ccま
で）、小型特殊自動車（農耕用・
特殊作業用）
→税務課および各総合支所市
民福祉健康課
※標識（ナンバープレート）・標
識交付証明書・印鑑をご持参く
ださい。
○軽自動車（三輪・四輪）
→軽自動車検査協会　熊谷支
所（☎050・3816・3112）
○二輪小型自動車、二輪軽自動
車（125ccを超えるバイク）
→埼玉運輸支局熊谷自動車検
査登録事務所（☎050・5540・
2027）
問合せ　税務課（☎内線121・
122）、各総合支所市民福祉健
康課（騎西☎内線117・118、北
川辺☎0280・61・1202、大利
根☎0480・72・1315）

■加須地域
とき　12/17㈪10：00~12：00
ところ　本庁舎５階
　　　　502会議室
問合せ　障がい者福祉課（☎内
線610、FAX 0480・61・4281）
■騎西地域
とき　12/7㈮13：00~15：00
ところ　騎西総合支所２階　
　　　　202会議室
問合せ　騎西総合支所市民福
祉健康課（☎内線135）
■北川辺地域
とき　12/8㈯10：00~12：00
ところ　みのり研修室１・２
問合せ　北川辺総合支所市民
福祉健康課（☎0280・61・1204）
■大利根地域
とき　12/4㈫10：00～12：00
ところ　大利根総合支所
のぎく会議室・ほたる会議室
問合せ　大利根総合支所市民
福祉健康課（☎0480・72・1317）

「採用側に伝わる自己PR方
法」をテーマに就職活動に役立
つセミナーを開催します。託児
サービス付きです。
また、当日13：15より同会場
で就職相談を開催します（１人
45分、先着順）。
とき　12/22㈯
　　　10：00～11：50
　　　（託児9：50～12：00）
ところ　市民プラザかぞ５階
　　　　女性センター活動室
費用　無料
　　　（託児は１人100円）
※託児は、2歳～未就学児
定員　セミナー20人
　　　託児10人
申込開始　11/1㈭
問合せ　産業雇用課
　　　　（☎内線252）

三世代以上の同居を目的とし
た住宅の取得やリフォーム費
用の一部を助成しています。補
助額は20万円（市内業者との
契約は30万円）です。
※補助には平成28年4月1日
以降の住宅取得や、市外からの
転入者が同居することなどの
要件があります。
問合せ　子育て支援課
　　　　（☎内線167）

各地域の相談員と市の担当職
員が相談に応じます。
※手話通訳が必要な方は、相談
日の３日前までに障がい者福
祉課にご連絡ください。

変更の手続きは平成31年３月
29日㈮までにお願いします。
なお、個人間の譲渡や、手続き
を他に委託する場合は、トラブ
ルを避けるため、手続完了日を
確認してください。
■原動機付自転車、軽自動車な
どを売却、譲渡、廃車（新車との
入れ替えを含む）したとき
■原動機付自転車などは加須
市ナンバーへの変更、軽自動車
などは車検証の住所変更がお
済みでないとき
※盗難による廃車の手続きに
は、まず警察に盗難届を提出
し、その受理番号を控えてお越
しください。
■加須市から転出し、車両の主

12月１日、全国で住生活総合調
査が行われます。
この調査は、住生活基本法に基
づく住生活の安定・向上に係る
総合的な施策を推進する上で
必要となる基礎資料を得るこ
とを目的としています。
11月下旬からポスティングに
より調査票を配布し、郵送・オ
ンラインにより回収しますの
で、ご協力をお願いします。
問合せ　国土交通省住宅局住
宅政策課（☎03・5253・8111、
☎内線39235）

バイク・軽自動車など
の廃車・登録手続き

住生活総合調査に
ご協力を

身体障がい者・知的
障がい者相談会

三世代ふれあい
家族住宅補助

女性向け
就職支援セミナー
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暮らし応援アプリ「かぞっぷ」を
ご利用ください

アイドル登場
※ご家族のご意向により、地区名　
　は掲載していません。
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小
浜
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事業所の様子こいのぼりが描かれたトラック

　私たちは、礼羽地区の小学
１年生から６年生が活動するフットボールチームです。卒団して
も、誰にでも挨拶ができるような元気で明るい子どもたちの育成を
目指しています。
　また、サッカーが楽しくプレーできるよう、各学年のレベルに合
わせた練習メニューを取り入れるなど、みんなで仲良く練習に励ん
でいます。
場所　礼羽小学校校庭
日時　毎週土曜日（見学いつでもOK）
　　　３月～11月…13：30～17：00、12月～２月…13：00～16：30

◇防災行政無線の放送内容は 0120・62・1934へ

＜スローガン＞
誰にでも挨拶ができ、大人に
なってもサッカーが好きであ
ること
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〒

347 -8501　
埼

玉
県

加
須

市
三

俣
二

丁
目

１
番

地
１

　
☎

0480 -62 -1111㈹
　

FAX 0480 -62 -5981　
URL https：

//www.city.kazo.lg.jp/

加須市スポーツ少年団
礼羽サッカー

スポーツ少年団

加須市の人口　世帯数 46,642世帯（＋32）　総人口 113,334人（－41）
平成30年10月１日現在（　）内は前月比　 男 56,957人（＋３）　女 56,377人（－44）

「仲良しきょうだい♡」
平井　大

だい
貴
き

くん（９歳）
芙
ふ

実
み

ちゃん（８歳）、天
あま

人
と

ちゃん（１歳）
（宏

ひろ
典
のり

さん・まどかさんのお子さん）

「目指せイケメン三兄弟!!!」
石野　史

し
琉
りゅう

くん（９歳）
理
り

玖
く

史
し

くん（６歳）、莉
り

旺
おう

ちゃん（１歳）
（宏

ひろ
和
かず

さん・友
ゆ

希
き

さんのお子さん）

「かぞっぷ」は、市のイベント情報
や利用者が関心のある情報のほ
か、ごみ出しカレンダーやお子さ
んの予防接種・健診のお知らせな
ど暮らしに役立つ情報を提供す
るアプリです。

iPhoneの方は
こちらから
▼

Androidの方は
こちらから
▼
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